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序

　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの֤事業者からҕୗを

डけて埋蔵文化財の発掘調査と整ཧ業຿を࣮ࢪする͜とを主な目తと

して，ত和 52 年に調査՝がઃஔされて以དྷ，数ଟくの遺跡の発掘調

査を࣮ࢪし，その成Ռとして発掘調査報告書をץ行してきました。

　͜の度，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所にΑる国道 118 号袋

田バイパス道路改築事業に伴って࣮ࢪした，大子町中道遺跡の発掘調

査報告書をץ行するӡͼとなりました。

，ճの調査にΑって，平安時代の竪穴建物跡や土坑などが֬ೝできࠓ　

当時の集落の様૬が明らかになりました。ຊ書が，ྺ࢙ڀݚの学ज़ࢿ

ྉとしてはもとΑり，ڷ土のྺ࢙にରするཧղをਂΊ，教育・文化の

。いです޾用いただければ׆ྉとして広くࢿ上のたΊの޲

　最ޙになりますが，発掘調査からຊ書のץ行にࢸるまで，ଟ大なޚ

޻土໦事຿所大子ٶりましたҕୗ者であります茨城県ৗ཮大ࣀをྗڠ

຿所にରしてްくྱޚਃし上げますとともに，茨城県教育ҕһ会，大

子町教育ҕһ会をはじΊ，ࢦޚಋ，ྗڠޚをいただきました関֤܎Ґ

にରし，৺からँײਃし上げます。

令和２年３月

公益財団法人茨城県教育財団

ཧ 事 長 小 ໺ 　ࣉ ढ़





例 言

　ຊ書は，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所のҕୗにΑり，公益財団法人茨城県教育財団が平成 29 年

度に発掘調査を࣮ࢪした，茨城県久慈郡大子町大字南田気字中道 218-1 番地ほかに所在する中道遺跡の発掘

調査報告書である。

　発掘調査期間ٴͼ整ཧ期間は以Լのとおりである。

　調査　平成29年̕月１日～12月28日

　整ཧ　令和ݩ年12月１日～令和２年３月31日

　発掘調査は，副ࢀ事݉調査՝長白田ਖ਼子のもと，以Լの者が୲当した。

　ट੮調査һ݉൝長　　　ۨ ᖒ ӻ ࿠

　࣍ ੮ 調 査 һ　　　三 浦 裕 介

　調 査 һ　　　見 ӽ 広 ޾

　整ཧٴͼຊ書のࣥච・編集は，整ཧ՝長օ઒ मのもと，࣍੮調査һ三浦裕介が୲当した。

　ຊ書の作成にあたり，出土した石ࡐのؑఆにͭいては，茨城大学名༪教त田੾ඒஐ༤ࢯにごࢦಋいただい

た。

　第２号竪穴建物跡から出土した金属製品２఺（紡錘車，不明鉄製品），第３号竪穴建物跡から出土した金

属製品１఺（紡錘車），第 19 号土坑から出土した金属製品１఺（紡錘車），第 20 号土坑から出土した金属製

品１఺（紡࣠カ），第 97 号土坑から出土した金属製品１఺（不明鉄製品）のอଘॲཧにͭいては，埋蔵文化

財のอଘॲཧいしかわにҕୗした。

　ຊ遺跡の出土遺物ٴͼ࣮ଌ図・写真౳は，茨城県埋蔵文化財センターにてอ管されている。
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１　当遺跡の地۠ઃఆは , 日ຊ平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭ʹʴ 84,560 ｍ，̮ʹʴ 48,200 ｍのަ఺

を基४఺（̖１a1）とした。なお，͜の原఺は，世քଌ地ܥにΑる基४఺である。

͜の基४఺を基に遺跡ൣғ内を東西・南北֤ʑ 40 ｍ࢛方の大調査۠に分ׂし，さらに，͜の大調査۠を

東西・南北に֤ʑ 10 ౳分し，̐ｍ࢛方の小調査۠をઃఆした。

　大調査۠の名শは，アϧϑΝϕοトとࢉ用数字を用い，北から南へ̖，̗，̘ʜ，西から東へ１, ２, ３ʜ

とし，ʮ̖１۠ʯのΑうにݺশした。さらに小調査۠は，北から南へ a，b，cʜK，西から東へ 1，2，3，ʜ0

と小文字を付し，名শは，大調査۠の名শをףしてʮ̖１a1 ۠ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌ図・Ұཡද・遺物࡯؍ද౳で使用した記号は࣍のとおりである。

　　遺構　　S# －掘立柱建物跡　SI －竪穴建物跡　S, －土坑　

　　土૚　　̠－֧ཚ

３　遺構・遺物࣮ଌ図の作成方法にͭいては，࣍のとおりである。

　（1）遺構શମ図は 600 分の１，֤遺構の࣮ଌ図は原ଇとして 60 分の１のॖईとした。種類や大きさにΑり

ҟなる৔߹は，ݸʑにॖईをスέーϧでද示した。

　（2）遺物࣮ଌ図は，原ଇとして３分の１のॖईとした Ň 種類や大きさにΑりҟなる৔߹は , ʑにॖईをスݸ

έーϧでද示した。

　（3）遺構・遺物࣮ଌ図中のද示は，࣍のとおりである。

　　　　ম土・ࢪ釉　　　　　　　　　　　　　　　　　炉・Րচ面・ඃ೤ൣғ・ࠇ৭ॲཧ

　　　　竈部ࡐ・୸化物ൣғ・೪土ൣғ　　　　　　　　᛽

˔土器　　 ˓土製品　 　˘石器・᛽　 　˚金属製品

̐　土૚࡯؍と遺物における৭調の൑ఆは，h ৽版標४土৭஽ （ɦ小ࢁਖ਼஧・஛原ल༤編著　日ຊ৭ݚ事業株式

会社）を使用した。また，土૚ղઆ中のؚ有物にͭいては，֤ʑ૯ྔを記ड़した。

̑　遺構Ұཡද・遺物࡯؍දのද記は，࣍のとおりである。

。ଘ஋は（　）を，ਪఆ஋はʦ　ʧを付して示したݱ，ଌ஋の୯Ґはᶲ，̶で示した。なおܭ（1）　

　（2）遺物番号は遺構ごとの௨し番号とし，ຊ文，ૠ図，࡯؍ද，写真図版に記した番号とಉҰとした。

　（3）遺物࡯؍දのඋߟのཝは，࢒ଘ཰，写真図版番号ٴͼその他ඞ要とࢥわれる事項を記した。

６　竪穴建物跡のʮ主࣠ʯは，竈を௨る࣠線とし，主࣠方޲は，その他の遺構の長࣠（ܘ）方޲とڞに，࠲標

北からみて，どの方޲にどれだけৼれているかを֯度でද示した（ྫ　̣－ 10 ƅ－Ｅ）。

。ͼܽ番にしたものは以Լのとおりであるٴしたものߋճの報告分で，整ཧのஈ֊で遺構名をมࠓ　７

　　มߋ　S,38・56 ～ 60・63 ˠ S# １，S,100・101・104 ～ 106・108 ˠ S# ２　

　　ܽ番　S,92・124・127

凡 例
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中
なか

道
みち

遺 跡 の 概 要

遺跡ͷҐஔͱௐࠪͷ໨త

　中道遺跡は，大
ㆠㆂ

子
㆔

町の中ԝ部をྲྀれる久
ㆎ

慈
㆘

઒
ㆋ㇏

ӈ؛の

標高 96 ｍのՏ
ㆉ

؛
ㆋ㇓

ஈ
ㆠ㇓

ٰ
ㆌ㇅ㆄ

上
㆘㇇ㆄ

にҐஔしています。ࠓճの調

査は，当遺跡が国道 118 号袋田バイパス道路改築事業

地内に所在する͜とから，遺跡の内༰を図や写真に記

録してอଘするたΊに，公益財団法人茨城県教育財団

が平成 29 年度に 4,273㎡にͭいて発掘調査を࣮ࢪしま

した。

ௐࠪ۠遠景（౦から）

ௐࠪͷ಺༰

　調査にΑって，平安時代の竪
㆟ㆦ

穴
ㆀㆪ

建
㆟ㆦ

物
㇂ㆮ

跡
ㆀㆨ

10 棟，掘
ㆻㆣ

立
㆟ㆦ

柱
ㆰ㆗㇉

建
㆟ㆦ

物
㇂ㆮ

跡
ㆀㆨ

２棟，土
ㆩ

坑
㆓ㆄ

17 基，

時期不明の土坑 99 基を֬ೝしました。当遺跡は久慈઒ԊいのԼҐՏ؛ஈٰ上

にӦまれた平安時代の集落跡である͜とが分かりました。注目されるのは，竪

穴建物跡の竈
ㆉㆾㆩ

の煙
ㆆ㇓

道
ㆩㆄ

部
ㆶ

がࡉ長い͜と，東นに竈が付ઃされている͜と，竈にՃ

͑て炉がซ
ㆸㆂ

ઃ
㆛ㆤ

されている͜となどがڍげられます。

େࢠொ�˔��

ਫࢢށ�˔



－ 2 －

ௐࠪͷ੒Ռ

　当遺跡で֬ೝできた平安時代の竪穴建物跡の竈は，東นに付ઃされている͜

とや煙道部が԰֎へ長い͜と，構
㆓ㆄ

築
ㆡㆎ

ࡐ
㆖ㆂ

として，Ֆቋؠや࠭ؠなどの久慈઒ྲྀҬ

やീܥࢁߔで࢈出される石ࡐを用いている͜となどの特
ㆨㆎ

徴
ㆡ㇇ㆄ

があります。ຊ県Ҭ

で֬ೝされている竈Αりも，東北地方南部にΑくみられる特徴で，͜ の地Ҭが，

ʮ཮
㇀

Ԟ
ㆤ

国
ㆮㆎㆫ

白
㆗㇉

Տ
ㆉ㇏

郡
㆏㇓

ґ
㇈㇊

上
ㆉㆿ

ʯに属していた͜とをཪ付けています。

　また，竈と炉をซせ࣋ͭ竪穴建物跡が６棟֬ೝできた͜とや鉄
ㆦㆤ

製
㆛ㆂ

紡
ㆼㆄ

錘
㆙ㆂ

車
㆗㇃

が

̐఺出土している͜とから，集落内で製
㆛ㆂ

糸
㆗

作業を行っていたՄೳ性が͑ߟら

れます。

　当遺跡とྡ઀するڮ
ㆯ㆗

ݩ
㇂ㆨ

遺跡とは，ڞ௨఺がଟく見られる͜とから，ಉҰの集

落であったと͑ߟられます。久慈઒ӈ؛に形成された，わͣかに広がるԼҐՏ

ஈٰ面で，平安時代にӦまれた集落の盛؛
㆛ㆂ

ਰ
㆙ㆂ

をうかがい஌る͜とができました。

෬ͤらΕͨ状ଶͰ出土ͨ͠高台付椀
（第６号竪穴建物跡出土）

出土ͨ̐͠఺ͷమ製紡錘車

第２号竪穴建物跡ௐࠪ෩景

高台付椀ͷ಺ଆから߹ΘͤޱͰ出土ͨ͠小皿
（第６号竪穴建物跡出土）
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　　第１અ 調査にࢸる経緯

　茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所は，大子町大字南田気において，ަ௨のԁ׈化をはかるたΊ国道 118

号袋田バイパス道路改築事業をਐΊている。

　平成 16 年̐月 19 日，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長は茨城県教育ҕһ会教育長あてに，国道 118

号袋田バイパス道路改築事業における埋蔵文化財の所在の有ແٴͼそのऔりѻいにͭいてর会した。͜れをड

けて茨城県教育ҕһ会は，平成 16 年６月̐日にݱ地౿査を行い，平成 16 年 11 月１・２・̐・̑日，平成 16

年 12 月２・３日にࢼ掘調査を࣮ࢪした。平成 16 年 12 月 22 日，茨城県教育ҕһ会教育長は茨城県ৗ཮大ٶ土

໦事຿所大子޻຿所長あてに，事業地内に中道遺跡が所在する͜とٴͼそのऔѻいにͭいて別్ٞڠがඞ要で

ある͜とをճ౴した。

　平成 29 年３月 16 日，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長は茨城県教育ҕһ会教育長にରして，文化財

อޢ法第 94 ৚に基ͮき，土໦޻事のたΊ埋蔵文化財แ蔵地の発掘にͭいて௨஌した。平成 29 年３月 23 日，

茨城県教育ҕһ会教育長はݱ状อଘがࠔ೉である͜とから，記録อଘのたΊの発掘調査がඞ要であるとܾఆし，

茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長あてに޻事ணख前に発掘調査を࣮ࢪするΑう௨஌した。

　平成 29 年３月 24 日，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長は茨城県教育ҕһ会教育長にରして，国道

118 号袋田バイパス道路改築事業に܎る埋蔵文化財発掘調査の࣮ࢪにͭいてのٞڠ書をఏ出した。平成 29 年

３月 25 日，茨城県教育ҕһ会教育長は茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長あてに，中道遺跡にͭいて発

掘調査のൣғٴͼ面積౳にͭいてճ౴し，ซせて調査機関として，公益財団法人茨城県教育財団を঺介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は，茨城県ৗ཮大ٶ土໦事຿所大子޻຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業にͭ

いてҕୗをडけ，平成 29 年̕月１日から 12 月 28 日まで発掘調査を࣮ࢪした。

　中道遺跡の調査は，平成 29 年̕月１日から 12 月 28 日までの̐か月間にわたって࣮ࢪした。以Լ，その֓

要をදで記ࡌする。

期間
ఔ޻ ̕　月 10　月 11　月 12　月

調 査 ४ උ
ද 土 আ ڈ
遺 構 ֬ ೝ

遺 構 調 査

遺 物 ચ ড়
注 記
写 真 整 ཧ

ఫ 収

第１ষ　調 査 経 緯

　　第２અ 調 査 経 ա
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　中道遺跡は，茨城県大子町大字南
ㆿㆪㆿ

田
㆟

気
㆒

字中道 218 番地の１ほかに所在している。

　大子町は，北は෱ౡ県，西はಢ໦県に઀する茨城県北西୺の町である。地形తには，町の中ԝには北から南

へ久慈઒がྲྀれ，その東ଆには生੉ຍ地と久慈ࢁ地のஅ֑地形があり，西ଆには南北にのͼるീࢁߔ地などが

ある。久慈઒のྲྀҬ地形は，北部からീߔ઒，ԡ઒，ୌ઒の߹ྲྀにΑってͭくり出された൙ཞ原やՏ؛ஈٰが

広く発ୡし，大子ຍ地を形成している。ຍ地南୺の袋田から઒
ㆉ㇏

Լ
㆗㇂

間のઠ
㆛ ㇓

入
ㆫ㇅ㆄ

ऄ行۠ҬにかけてもՏ؛ஈٰが発ୡ

し，઒Լ以南はほぼ௚線తなڦ୩地形となる。

　久慈઒のՏ؛ஈٰは，ߑ積世時代（200 ສ年前～ 1 ສ年前）にଯ積したߑ積世ଯ積物と，ԭ積世時代（1 ສ

年前～ݱ在）にଯ積したԭ積世ଯ積物からなり，྆ଯ積物はどちらも࠭᛽と೪土などから構成されている。大

きく۠分すると上Ґஈٰ，中Ґஈٰ，ԼҐஈٰの三ஈに分ける͜とができる。上Ґஈٰは，Լྲྀから，西
㆕ㆂ

金
ㆋㆭ

，ຊڮ

南田気の中ෲなどが֘当し，அยతに分෍するٰྕ地形である。中Ґஈٰは，Լྲྀから，所
ㆨ㆓㇍

୩
㇄

，南田気，北田

気などの平ୱ面に分෍している。ԼҐஈٰは，久慈઒のՏচからのൺ高が小さく，久慈઒ྲྀ路に઀ۙしている

平ୱ面であり，上Ґ，中Ґのஈٰにൺ΂て関東ローϜ૚のްさがඇৗにബいのが特徴になっている。

　当遺跡は，久慈઒が大きくऄ行しઉ状にுり出したԼҐஈٰの北ଆで，中Ґஈٰ֑Լから久慈઒までの෯

330m の平ୱ地にҐஔする。Տচからのൺ高は̔ｍほどで，標高は約 96 ｍである。当遺跡南に広がる中Ґஈ

ٰ面では関東ローϜ૚が֬ೝできるが，調査۠内では֬ೝできなかった。調査前のگݱはാ地と水田である。

　大子町Ҭは久慈઒とそのྲྀࢧの広がりにΑり水རに恵まれている͜とから，ݹ代から人ʑが生׆をӦΉ৔と

なってきた。大子町Ҭには，ೄ文時代から中世にかけての遺跡が数ଟくଘ在しているが，特にೄ文時代とಸ ・ྑ

平安時代の遺跡がଟく֬ೝされている。͜͜では，当遺跡पลの遺跡を中৺に֓؍していく。

石器時代の遺跡は֬ೝされていないが，ত和چ　 58 年に஥
ㆪㆉ

ࢁ
㇄ㆾ

ら࡟෿଄Ӧ時にݹ，にࡍの調査を行った܈෿ݹ

れた関東ローϜ૚上部から，ทؠのണยが出土しているので，چ石器時代に͜͜で人が生׆していた͜とがわ

かる１）。

　ೄ文時代の遺跡は，約 80 か所ある２）。ૣ ・前期の遺跡は久慈઒ຊྲྀにԊったٰྕ上にみられる޲܏があり，中・

のԡ઒ྲྀҬにଟくみられる。ૣ期の遺跡として，ຊ遺跡の南にҐஔする内ྲྀࢧ期の遺跡は久慈઒ޙ
ㆄㆡ

久
ㆎ

ࠜ
ㆭ

遺跡

ʪ２ʫ，כ
ㆉ

ࢁ
㇄ㆾ

式の土器ยが出土しているಊ
ㆩㆄ

平
ㆠㆂ㇉

遺跡などがある。前期の遺跡は，ࠇ඿式の土器ยが出土している番
ㆰ㇓

城
㆘㇇ㆄ

内
ㆄㆡ

遺跡３）ʪ７ʫ，関ࢁ式・ࠇ඿式の土器ยが出土しているԘの平遺跡などがある。中期の遺跡は，大໦̔a 式，

Ճીར E ᶗ式の土器ยが出土している്
ㆯㆪ㇏

平
ㆠㆂ㇉

̘遺跡̐）や，Ѩۄ台式，Ճીར E ᶗ・ᶘ式の土器ยが出土してい

る西ڥ田遺跡，また，׍અ形のۄߗ製大चが出土している日の上遺跡などがある。ޙ期の遺跡としては，Ճી

ར # ᶗ式の土器ยが出土しているڮ
ㆯ㆗

ݩ
㇂ㆨ

遺跡 5）ʪ３ʫや，土ۮのӈ٭部や石๮，ງ೭内式・Ճીར # 式の土器ย

などが出土しているޙ
ㆄ㆗㇍

୩
㇄

௡
ㆤ

遺跡，ऄ਎形૷০付土器のഁยが出土している઒西遺跡 6）などがある。

　大子地方に໻生文化が఻೻するのは，໻生時代中期ޙ൒である。当遺跡पลの໻生時代の遺跡は，番城内遺

　　第１અ Ґ ஔ と 地 形

第２ষ　Ґ ஔ と ؀ ڥ

　　第２અ ྺ ࢙ త ؀ ڥ
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跡，小԰原遺跡ʪ14ʫなどがある。また，Ԟ久慈ܜいの৿の入り口ลりから，໻生時代ޙ期の壺形土器が୯ಠ

で出土している 7）。

෿時代の茨城県Ҭは，ଟݹ　
㆟

Ց
ㆋ

（高）国，久慈（久ࣗ）国，ಹ
ㆪ

լ
ㆉ

（஥）国，茨城国，৽࣏国，ஜ೾国の６ͭの

国に分かれ，֤ʑに国଄がஔかれていた 8）。大子地方が͜の６国のなかの久慈国にؚまれていたのか，ݱ在の

෱ౡ県Ҭにあたる白Տ国にؚまれていたのかは不明である のと͜Ζ֬ೝࠓ，式土器はྖޒ෿時代前期のݹ。（9

されていない。̑世紀前൒にҐஔͮけられる和ઘ式土器はԼ
㆗㇂

໺
ㆮ

ٶ
ㆿ㇄

遺跡から出土している 10）。当遺跡पลのݹ

෿時代の遺跡としてはݩڮ遺跡などがある。

　ಸྑ・平安時代の大子地方は，930 年に編ࢊされたʰ和
㇏

名
ㆿ㇇ㆄ

類
㇋ㆂ

ᡉ
㆘㇅ㆄ

抄
㆗㇇ㆄ

ʱに記ࡌされているʮ཮Ԟ国白Տ郡ґ上ʯ

に属していたと͑ߟられている 11）。ʮґ上ʯ12）は，ʮڷ
㆔ㆄ

ʯのちにʮอ
ㆻ

ʯとして，཮Ԟ国白Տ郡から高໺郡Լに

属していた。当遺跡पลのಸྑ・平安時代の遺跡としては，久慈઒ԼྲྀにҐஔする番城内遺跡があり，̕世紀

～൒ޙ 11 世紀前൒にかけての竪穴建物跡 13 棟，土坑２基が֬ೝされている。また，ݩڮ遺跡では̕世紀ޙ൒

～ 11 世紀ޙ൒にかけての竪穴建物跡 37 棟，஁໶޻๪跡１棟，掘立柱建物跡１棟などが֬ೝされている 13
。そ

の他，当遺跡पลのಸྑ・平安時代の遺跡には，中௡原平遺跡ʪ̑ʫ，大Ԙ遺跡ʪ６ʫ，ؠ໦遺跡ʪ̔ʫ，内久

ࠜ遺跡，前௶南遺跡ʪ11ʫ，前௶北遺跡ʪ12ʫ，ޙ௶遺跡ʪ13ʫ，小԰原遺跡，അ৔南遺跡ʪ15ʫ，അ৔中遺跡ʪ16ʫ，

അ৔北遺跡ʪ17ʫ，്平̘遺跡，上ノ内南遺跡ʪ18ʫなどがある。

　中世は，白Տ݁城ࢯやؠ城ࢯ，Ѷ名ࢯ，ҏୡࠤ，ࢯ஛ࢯの੎ྗのڱ間で߈๷が܁りฦされたたΊ，ଟくの城

館跡が࢒っている。そのଟくは，ࢁ௖を੾り่したࢁ城や，ઉ状台地にງをઃけるなど，ࢁや઒のࣗવ৚݅を

生かしたものである。ݩڮ遺跡では 13 世紀ޙ葉～ 14 世紀前葉にかけての掘立柱建物跡１棟，方形竪穴遺構６

基などが֬ೝされている。その他，当遺跡पลの中世の遺跡としては，Լ௡原要֐跡ʪ̕ʫ，ఱਆࢁ城跡ʪ10ʫ

がڍげられる。中世からۙ世の遺跡としては，ૅ石３ݸやࠜ石おΑͼਾ͑穴 30 か所からなるૅ石建物跡が֬

ೝされたๅ
ㆻㆄ

ઘ
㆛㇓

ࣉ
㆘

跡 14）がある。

　16 世紀になるとࠤ஛ࢯの੎ྗが৳ுして，白Տ݁城ࢯをおさ͑，ґ上อもࠤ஛ࢯのࢧ഑Լにおかれた。ࠤ

஛ࢯは，๛ਉ੓ݖをഎܠとしてґ上อ内で金の࠾掘にྗを入れ，ৗ཮と཮Ԟ南部に੎ྗを֦ுしたࠤ஛ٛએは，

文࿣̐年（1595）の当地方のଠ߰ݕ地の݁Ռ，ल٢から 54 ສ 5800 石の所ྖを安ూされた。ґ上อはଠ߰ݕ地

以ޙ，཮Ԟ国高໺郡からৗ཮国久慈郡に編入されたとみられ 15
，400 年ۙいࡀ月を経たݱ在もなお，大子町Ұ

ԁがอ内ڷのݺশで਌しまれている。

     ˞　文中のʪ　ʫの番号は，第 1 図ٴͼද１中の֘当遺跡番号とಉじである。

ம
１）大子町࢙編さんҕһ会ʰ大子町࢙ 　ɦ௨࢙編　上ר　大子町　1988 年 3 月
２）茨城県教育ி文化՝編ʰ茨城県遺跡地図 　ɦ茨城県教育ҕһ会　2009 年 3 月
３）ࣲ田ത行ʰҰൠ国道 118 号道路改築事業地内埋蔵文化財調査報告書　番城内遺跡 　ɦ茨城県教育財団文化財調査報告　
　　第 126 集　1997 年 6 月
̐）ઍ種ॏथʰৗ཮大子　്平̘遺跡 　ɦ大子町教育ҕһ会　1995 年 9 月
̑）長௡盛உʰݩڮ遺跡　国道 118 号袋田バイパス道路改築事業地内埋蔵文化財調査報告書 　ɦ茨城県教育財団文化財調査
　　報告　第 356 集　2012 年３月
６）ம１にಉじ
７）茨城地方࢙ڀݚ会編ʰ茨城のྺ࢙　県北編 　ɦ茨城৽ฉ社　2002 年 5 月
̔）大子町࢙編さんҕһ会ʰ大子町࢙　写真集 　ɦ大子町　1980 年 12 月
̕）ம３にಉじ
ø÷ðçம３にಉじ
øøðçம３にಉじ
12ðçம̐にಉじ
13ðçம̑にಉじ
14ðç月ࢁ෢ݹߟ学ڀݚ所ʰๅઘࣉ跡 　ɦ大子町教育ҕһ会　1992 年 3 月
15ðç੉୩ٛ඙　h ಹՑ・久慈・ଟլのྺ࢙ 　ɦڷ土出版社　2004 年 11 月
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第１図　中道遺跡पล遺跡分෍図（国土地ཧӃ 25,000 分の１ʮ大子ʯʮ袋田ʯʮ大中॓ʯʮৗ཮大୔ʯ）
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ද１　中道遺跡पล遺跡Ұཡද

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

چ

石

器

ೄ

文

໻

生

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
平
安

ח
૔
・
ࣨ
町

ߐ

戸

چ

石

器

ೄ

文

໻

生

ݹ

෿

ಸ
ྑ
・
平
安

ח
૔
・
ࣨ
町

ߐ

戸

ᶃ 中 道 遺 跡 ʓ 10 ఱ ਆ ࢁ 城 跡 ʓ

２ 内 久 ࠜ 遺 跡 ʓ ʓ 11 前 ௶ 南 遺 跡 ʓ ʓ

３ ڮ ݩ 遺 跡 ʓ ʓ ʓ ʓ 12 前 ௶ 北 遺 跡 ʓ

̐ Ԭ 平 遺 跡 ʓ 13 ޙ ௶ 遺 跡 ʓ ʓ

̑ 中 ௡ 原 平 遺 跡 ʓ 14 小 ԰ 原 遺 跡 ʓ ʓ ʓ

６ 大 Ԙ 遺 跡 ʓ ʓ 15 അ ৔ 南 遺 跡 ʓ

７ 番 城 内 遺 跡 ʓ ʓ ʓ ʓ 16 അ ৔ 中 遺 跡 ʓ ʓ

̔ ؠ ໦ 遺 跡 ʓ ʓ 17 അ ৔ 北 遺 跡 ʓ

̕ Լ ௡ 原 要 ֐ 跡 ʓ 18 上 ノ 内 南 遺 跡 ʓ ʓ

第２図　中道遺跡調査۠ઃఆ図
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　中道遺跡は，大子町の中ԝ部にҐஔし，久慈઒ӈ؛の標高約 96 ｍのՏ؛ஈٰ上に立地している。遺跡の地

形は，ஈٰ֑と久慈઒の間に広がるஈٰ面で，࠭᛽をؚΉ೪土૚が広がり，ࣗવྲྀ路跡などが֬ೝできる。調

査面積は 4,273㎡で，調査前のگݱは田ാである。

　調査の݁Ռ，竪穴建物跡 10 棟（平安時代），掘立柱建物跡２棟（平安時代），土坑 116 基（平安時代 17，時

期不明 99）を֬ೝした。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60 × 40 × 20ᶲ）に 40 ശ出土している。主な遺物は，土師器（坏・高台付坏・

高台付椀・小皿・鉢・甕・小形甕・甑），須恵器（甕），灰釉陶器（広口壺・短頸壺・瓶類），緑釉陶器（瓶類），

土製品（管状土錘），石器（砥石・磨石），金属製品（紡錘車・刀子・釘）などである。

　　第１અ 調 査 の ֓ 要

　　第２અ 基 ຊ ૚ ং

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

　　調査۠はԼҐஈٰ面の標高 95 ～ 99m の間にҐஔしており，調査۠北部（TP １・A ３e1 ۠），西部（TP ２・

# ２i6 ۠）にςストϐοトをઃఆし，基ຊ土૚の࡯؍を行った。TP ２は，調査۠ࡍน面でࣗવྲྀ路跡が֬ೝ

できたՕ所にઃఆした。調査۠南にҐஔしている南のϘーリンά݁Ռ 1）をࢀরすると，࠭・シϧトཻ子の૚

に૬当する。遺構は，第̑૚の上面で֬ೝした。

　以Լ，݁࡯؍Ռから૚ংをઆ明する。調査۠のあるԼҐஈٰ面は̔૚（1 ～̔）に分૚できる。

　第１૚は，҉׊৭をఄする೪土૚である。ࡉ᛽をগྔؚΉ。೪性・కまりともڧい。૚ްは 16 ～ 39ᶲである。

　第２૚は，҉׊৭をఄする೪土૚である。ࡉ᛽を中ྔ，࠭をඍྔؚΉ。೪性・కまりともڧい。૚ްは̕～

20ᶲである。

　第３૚は，׊ࠇ৭をఄする೪土૚である。ࡉ᛽をগྔ，೪土ཻ子をඍྔؚΉ。೪性・కまりともڧい。૚ް

は̔～ 25ᶲである。

　第̐૚は，׊灰৭をఄする೪土૚である。鉄分を中ྔ，ࡉ᛽をগྔؚΉ。೪性・కまりともڧい。૚ްは

18 ～ 38ᶲである。

　第̑૚は，にͿいԫ׊৭をఄする೪土૚である。೪土ཻ子，鉄分をඍྔؚΉ。೪性はڧく，కまりはී௨で

ある。૚ްは 27 ～ 55ᶲである。

　第６૚は，׊৭をఄする೪土૚である。೪土ཻ子をඍྔؚΉ。೪性はڧく，కまりはී௨である。૚ްは

16 ～ 35ᶲである。

　第７૚は，҉׊৭をఄする೪土૚である。ࡉ᛽をগྔ，೪土ཻ子をۃΊてඍྔؚΉ。೪性・కまりともڧい。

૚ްはԼ૚がະ掘のたΊ不明である。

　第̔૚は，׊৭をఄする೪土૚である。鉄分をඍྔ，೪土ཻ子をۃΊてඍྔؚΉ。೪性はڧく，కまりはී

௨である。૚ްはԼ૚がະ掘のたΊ不明である。

　西部（# ２i6 ۠）ςストϐοトはࣗવྲྀ路のஅ面をؚΉ。第ᶃ～ᶆ૚は，ࣗવྲྀ路の෴土である。

　第ᶃ૚は，にͿいԫ׊৭をఄする࠭᛽૚である。ࡉ᛽をগྔؚΉ。೪性・కまりともऑい。
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第３図　中道遺跡基ຊ土૚図

ம
１）ʮ大子・ت࿈઒　ද૚地࣭図ʯh 土地分類基ຊ調査ʱ茨城県೶地ہ೶地ܭը՝　2003 年３月
˞　ۨᖒӻ࿠・見ӽ広޾ʮ茨城県北部における関東ローϜ૚の૚ং۠分にͭいてʯh ノートʱ第ڀݚ 15 号　公益財団法人  
   茨城県教育財団　2018 年 10 月 　（第１・２図を改มし，中道遺跡पล地形ԣஅ面図で使用

　第ᶄ૚は，にͿいԫ׊৭をఄする࠭᛽૚である。ࡉ᛽をগྔ，中᛽をඍྔؚΉ。೪性・కまりともऑい。

　第ᶅ૚は，灰ԫ׊৭をఄする࠭᛽૚である。小᛽をඍྔؚΉ。೪性・కまりともऑい。

　第ᶆ૚は，҉׊৭をఄする࠭᛽૚である。小᛽を中ྔ，中᛽をগྔؚΉ。೪性・కまりともऑい。第ᶆ૚の

ࣗવྲྀ路は遺構֬ೝ面で֬ೝでき，ಉじ高さで第 10 号竪穴建物跡を࡟平しているࣗવྲྀ路もあるたΊ，10 世

紀中葉Αりも৽しい時期にできたྲྀ路と͑ߟられる。第ᶃ～ᶅ૚はさらに৽しい時代にできたྲྀ路となる。
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第４図　中道遺跡調査遺構શମ図
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　（1）　竪穴建物跡

１　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡 10 棟，掘立柱建物跡２棟，土坑 17 基を֬ೝした。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭ

　いて記ड़する。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ，ম土ϒロο
　　　　　　　　クඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，୸化物গྔ，ম土
　　　　　　　　ϒロοクۃඍྔ　
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化物গྔ，白৭ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　୸化物中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
৭　シϧトཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ　　　׊　６

　第１号竪穴建物跡（第̑～７図　PL ３）

Ґஔ　調査۠北部の A ３i6 ۠，標高 95.6 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 119 号土坑に掘りࠐまれている。

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.56 ｍ，短࣠ 4.36 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 99 ʄ－Ｅである。นは高さ 25cm で，֎܏

している。

　　第３અ 遺 構 と 遺 物

ϐοτ土૚ղઆ（֤ϐοτڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ　
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・シϧトཻ
　　　　　　　　子গྔ

第５図　第１号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）
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࿍土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物中ྔ ２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化物গྔ

第６図　第１号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）

第７図　第１号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図

ᜱ土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化物গྔ，ম土ϒロοクඍྔ

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化物ඍྔ
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　୸化物中ྔ，灰গྔ

চ　平ୱでߗ化面は֬ೝできない。นԼにはนߔが८っている。

ᜱ　東นの南دりに付ઃされている。ن໛はข口部から೩ম部Ԟนまで 95cm で，೩ম部෯は 48cm である。

地ࢁを掘り࢒してକ部とし，྆କの内นࡍを 20cm ほど掘りくぼΊ，構築ࡐとして൘状の࠭２ؠ఺・ڽ灰֯᛽

は，Րをडけࡐは竈କ部内นから３఺，֎นから１఺出土している。֎นの石ࡐ２఺をਾ͑ている。竈構築ؠ

たࠟ跡があるたΊ内นに使用されたものと͑ߟられる。また，竈֎から構築ࡐが出土している͜とから，人ҝ

తに竈はյしている。Րচ面は，চ面とಉじ高さの地ࢁ面で，ম土はްさ７cm である。೩ম部Ԟนは，น֎

へ 32cm 掘りࠐまれ֎܏している。第１૚から第̐૚はྲྀ入土，第̑૚はম土ϒロοクがଟくఱҪ部ٴͼ内น

の่落土，第６૚は୸化物と灰をؚみకまりの؇い土である͜とから，灰のḬき出し土と͑ߟられる。

࿍　中ԝ部南ଆにҐஔしている。長ܘ 150cm，短ܘ 123cm の不ఆ形で，চ面をそのまま使用した地চ炉である。

ϐοτ　２か所。̥１は長ܘ 50cm，短ܘ 35cm のପԁ形で，ਂさ̔cm である。̥２は長ܘ 71cm，短ܘ

64cm のପԁ形で，ਂさ 20cm である。ともに性格は不明である。

෴土　６૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 136 ఺（坏類 48，甕類 88），須恵器ย 12 ఺（甕類），灰釉陶器ย１఺（瓶類），᛽̐఺，

ඃ೤᛽ 23 ఺（竈構築̑ࡐ，૯ॏྔ 29,257g）が出土している。２は P ２の෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。
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第̔図　第２号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

第１号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第７図）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ16.3ʧ（4.1） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ ෴土中 ̑ˋ

２ 須恵器 甕 ― （4.9） ― 長石・石ӳ 灰 ޷ྑ 口ԑ部֎・内面φσ ̥２෴土中 ̑ˋ

３ 須恵器 甕 ― （5.3） ― 長石・石ӳ 灰 ޷ྑ 口ԑ部֎・内面φσ ෴土中 ̑ˋ

̐ 須恵器 甕 ― （1.7）ʦ12.7ʧ 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 灰ԫ ී௨ ମ部֎面ϔラ࡟り　内面φσ ෴土中 ̑ˋ

̑ 灰釉陶器 瓶類 ― （2.9） ― 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部内面ロクロφσ　֎面ࢪ釉 ෴土中 ̑ˋ
Ԑ౤࢈

　第２号竪穴建物跡（第̔～ 13 図　PL ̐・̑）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ３b3 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
３　にͿいԫ׊৭　ম土ϒロοク・୸化物・白৭ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

̑　҉ ׊ ৭　୸化物・ࡉ᛽গྔ，ম土ϒロοク・シϧトཻ子ඍྔ
৭　シϧトཻ子中ྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ　　　׊　６
৭　シϧトཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・୸化物গྔ　　　׊　７
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ஷଂ穴土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物中ྔ，೪土ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ
׊　̐ ৭　シϧトཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子
ඍྔۃ　　　　　　　　

ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　白৭ཻ子গྔ，୸化物ۃඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
６　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ

ϐοτ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ

第９図　第２号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）

ॏෳؔ܎　第 128 ～ 130 号土坑を掘りࠐみ，第 93・131・132 号土坑に掘りࠐまれている。第 97 号土坑は，第

２号竪穴建物跡のஅ面に掘りࠐんだࠟ跡がなかった͜と，চ面の高さでకまりがなく建物跡のচ面としては機

ೳしていなかった͜とから，第２号竪穴建物がഇઈされたޙ，埋຅する前に掘りࠐまれた土坑である。

状　長࣠ܗ໛ͱن 5.41 ｍ，短࣠ 5.20 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 94 ʄ－Ｅである。นは高さ 40 ～ 55cm で，

。している܏֎

চ　平ୱでߗ化面は֬ೝできない。นԼにはนߔが८っている。

ᜱ　東นのやや南دりに付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 225ᶲ，೩ম部෯は 55ᶲである。地

してକ部としている。Րচ面はচ面から࢒を掘りࢁ 16ᶲくぼみ，ম土はްさ̑ᶲである。煙道部はน֎へࡉ
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第 10 図　第２号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（1）

長く 130ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。煙道部ઌ୺には，土師器の甕がԣҐで࿈݁さ

れ埋Ίࠐまれている。はじΊに第̑・６૚のম土ϒロοクがଟくؚまれているఱҪ部ٴͼ内นが่落し，࣍に

第̐૚がྲྀれࠐみ，最ޙに第１～３૚が่落している。

࿍　中ԝ部の東ଆにҐஔしている。長ܘ 50ᶲ，短ܘ 35ᶲの不ఆ形で，চ面をそのまま使用した地চ炉である。

ϐοτ　̐か所。̥１はܘ 35ᶲのԁ形で，ਂさ 10ᶲである。̥２はܘ 35ᶲのԁ形で，ਂさ 20ᶲである。̥３

は長ܘ 40ᶲ，短ܘ 20ᶲのପԁ形で，ਂ さ 20ᶲである。̥̐は長ܘ 95ᶲ，短ܘ 70ᶲのପԁ形で，ਂ さ 15ᶲである。

̥１・̥２は南北でରになる͜とから主柱穴である。̥３・̥̐の性格は不明である。

ஷଂ穴　東นࡍの竈北ଆにҐஔしている。長ܘ 115cm，短ܘ 85cm のପԁ形で，ਂさ 15cm である。ఈ面は皿

状で，นは֎܏して立ち上がっている。

෴土　７૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。ྲྀれࠐみの෴土のたΊ遺構ϓランを明֬にするた

Ί，トレンνを入れ，શମを 10ᶲほど掘りԼげてϓランを֬ఆした。

遺物出土状況　土師器ย 1,226 ఺（坏類 223，椀１，高台付坏６，鉢２，甕類 994），須恵器ย 29 ఺（甕類），

緑釉陶器ย１఺（瓶類），石器１఺（砥石），金属製品̔఺（刀子２，紡錘車１，釘̐，不明鉄製品１），᛽ 29

఺（૯ॏྔ 6,818g），ඃ೤᛽ 12 ఺（૯ॏྔ 9,290g），鉄ᕥ１఺（169.87g）が出土している。13・14 は煙道部ઌ

୺からఈ部をઌ୺部に޲け࿈݁した状態で出土している。23 は෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。

1
2 3

6

9

5
4

7

8

̌ （1�3） 10DN
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第 11 図　第２号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（2）
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第 12 図　第２号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（3）
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第 13 図　第２号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（4）

第２号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 10 ～ 13 図）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ʦ12.3ʧ 3.5 ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ ෴土中 20�

２ 土師器 坏 ʦ13.8ʧ（4.2） ― 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き ̥ 4 ෴土Լ૚ 30�     PL10

３ 土師器 坏 ʦ13.4ʧ 4.5 6.3 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　内面ࠇ৭ॲཧ　ఈ部
ճస糸੾りޙϔラ࡟り　ຎ໓が著しい চ面 40ˋ

̐ 土師器 坏 ʦ13.7ʧ 4.0 6.2 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ
ఈ部ճస糸੾りޙϔラ࡟り　内面ຎ໓が著しい চ面 40�

̑ 土師器 坏 ʦ13.6ʧ 3.4 6.7 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　ఈ部ճస糸੾りޙϔ

ラ࡟り　ຎ໓が著しい ෴土中 40�     PL10

６ 土師器 坏 14.0 4.3 7.7 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී௨ ମ部֎面Լ୺ϔラ࡟り　内面ϔラ磨きを࢒す，

৭ॲཧ，ຎ໓が著しいࠇ চ面 100ˋ  PL10

７ 土師器 椀 15.6 5.1 7.1 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 灰 ී௨ ମ部֎面ロクロφσ，Լ୺ϔラ࡟り　内面ϔラ
磨き，ࠇ৭ॲཧ　ఈ部ճస糸੾りޙϔラ࡟り 竈෴土中 60�     PL10

̔ 緑釉陶器 瓶類 ― （2.5） ― ៛ີ 灰 ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　֎面ࢪ釉 চ面 ̑ˋ
地不明࢈

̕ 土師器 甕 ʦ10.4ʧ（5.9） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ ஷ蔵穴

෴土上૚ ̑ˋ

10 土師器 甕 ʦ21.8ʧ（7.8） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
᛽ࡉ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ চ面 ̑ˋ

11 とಉҰ
11 土師器 甕 ʦ21.6ʧ（7.3） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・

᛽ࡉ にͿい׊ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ ෴土Լ૚ ̑ˋ
10 とಉҰ

12 土師器 甕 ʦ20.5ʧ（5.2） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 灰白・ઙԫ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ চ面 ̑�

13 土師器 甕 20.2 （13.4） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽・ 
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラ࡟り 竈煙道部 20�     PL12

14 土師器 甕 20.9 （23.4） ― 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面φσ 竈煙道部 50�     PL12

15 土師器 甕 ʦ23.0ʧ 30.6 ʦ10.0ʧ長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ϔラ࡟り　内面ϔラφσ 竈෴土中૚ 20�     PL12

16 須恵器 甕 ― （21.0） ― 長石・ࠇ৭ཻ子 灰白 ޷ྑ ମ部֎面ॎҐの平行ୟきޙϔラφσ　内面ロク
ロφσ ෴土Լ૚ 10�     PL15

17 須恵器 甕 ― （9.1）ʦ13.6ʧ長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り ෴土中 10�

18 須恵器 甕 ― （10.5）ʦ20.4ʧ 長石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 灰׊ ޷ྑ ମ部内面ಉ৺ԁ文の当۩ࠟ，Լ୺ϔラφσ ෴土Լ૚ 10�     PL13

19 須恵器 甕 ― （6.2） ― 長石・石ӳ ԫ灰 ޷ྑ ମ部内面当۩ࠟ　֎面ࣗવ釉付ண ෴土中 ̑�

20 須恵器 甕 ― （7.4） ― 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき ෴土中 ̑�

21 須恵器 甕 ― （12.7） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰 ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき　内面ࢦ಄ѹࠟ ஷ蔵穴
෴土上૚ ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

22 砥石 （10.0） 7.2 6.5 （550.4） ؠ灰ڽ 砥面̐面　ยଆ୺部ંれ（൓ରはࣗવઁཧ面） চ面 PL15

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

23 紡錘車 （28.0） 0.5 ～ 0.8 0.3 （46.71） 鉄 紡ྠ部֎ܘ 5.6ᶲ，ܘ޸ 0.6ᶲ　紡ྠ部 1/2 ܽଛ　紡࣠྆୺ܽଛカ ෴土Լ૚ PL16

24 刀子 18.0 1.9 0.3 （41.19） 鉄 ਕ部அ面三֯形　ฑ部அ面台形　྆関 চ面 PL15

24

25 29

30

26 27 28

31

̌ （1�3） 10DN
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　第３号竪穴建物跡（第 14 ～ 16 図　PL ̑）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ３b1 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 78・96 号土坑に掘りࠐまれている。第 96 号土坑は，第３号竪穴建物跡のஅ面に掘りࠐんだࠟ跡

第 14 図　第３号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭ཻ子・ࡉ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ，ম土ϒロοク・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ϒロοクඍྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ
　　　　　　　　子ۃඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクඍྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

25  刀子カ （7.3） 0.4 ～ 1.5 0.3 （26.07） 鉄 ਕ部ܽଛ　ฑ部அ面方形 ෴土Լ૚

26 釘 （3.0） 0.5 ～ 1.1 0.5 （6.79） 鉄 ୺部をંりۂげ಄部とするସં釘　அ面 0.6 × 0.4ᶲの方形　ઌ
୺部ܽଛ চ面

27  釘カ （4.0） 0.9 0.7 （12.73） 鉄 அ面 0.9 × 0.7ᶲの方形　಄部・ઌ୺部ܽଛ চ面

28  釘カ （5.0） 0.8 0.8 （13.71） 鉄 அ面 0.8 × 0.8ᶲの方形　಄部ܽଛ　ઌ୺部はۂがる ෴土Լ૚

29 釘 （5.8） 0.5 ～ 1.4 0.5 （37.73） 鉄 ୺部をͭͿしંりۂげ಄部とするר಄釘　அ面 0.5 × 0.4ᶲの方
形　ઌ୺部ܽଛ ෴土Լ૚

30 鉄ᕥ 7.3 6.7 3.6 169.87 鉄 ఈ面椀状　発๐　ண࣓性ඍऑ ෴土Լ૚

31 不明鉄製品 （9.4） 3.3 0.4 （38.90） 鉄 ൘状　அ面 3.3 × 0.4ᶲの方形　྆୺部ܽଛ ෴土中
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ϐοτ土૚ղઆ（֤ϐοτڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　೪土ϒロοク・白৭ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ম土ϒロοクඍྔ
３　҉ ׊ ৭　白৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　೪土ϒロοク中ྔ
ࠇ　̑ ׊ ৭　೪土ϒロοクগྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　７ ৭　ࡉ᛽中ྔ，白৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ৭　大᛽中ྔ，ম土ϒロοク・୸化
　　　　　　　　物গྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　中᛽中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ

第 15 図　第３号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）

ᜱ１土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ，白৭ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

ᜱ２土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭ཻ子・ࡉ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ，ম土ϒロοク・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，೪土ϒロοクඍྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ

がなかった͜と，炉を掘りࠐんでいる͜とから，第３号竪穴建物のഇઈޙ，埋຅前に掘りࠐまれた土坑である。

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.46 ｍ，短࣠ 3.96 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 90 ʄ－ W である。นは高さ 15 ～ 27cm で，

。している܏֎

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　２か所。竈１は東นの南دりに付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 100cm，೩ম部෯は 60

ᶲである。地ࢁを掘り࢒してକ部としているՄೳ性があるが֬ೝできなかった。Րচ面はচ面から̑ᶲくぼみ，

ম土はްさ̔ᶲである。煙道部はน֎へ 45cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。第 1・３

࿍土૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ম土ϒロοク中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
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第 16 図　第３号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図

૚は竈ղମޙに建物のนとして構築されているՄೳ性がある。竈２は西นの南دりに付ઃされている。ن໛は，

ข口部から煙道部まで 155cm，೩ম部෯は 50ᶲである。地ࢁを掘り࢒してକ部としている。Րচ面はচ面か

ら 10ᶲくぼみ，ম土はްさ 5ᶲである。Րচ部Ԟଆには٭ࢧと͑ߟられる石がਾ͑られている。煙道部は٭ࢧ

ΑりԞଆが࢒ଘしており，น֎へ 110cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。煙道部や٭ࢧ

が࢒ଘしており，建物ഇઈ時まで使用していたと͑ߟられる。第３・̐૚がྲྀれࠐみ，竈ఱҪ部とࢥわれる第

1
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6

̌ （1�3） 10DN
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１૚が่յし第２૚がྲྀれࠐんでいる。竈１のղମޙ，竈２が構築されていると͑ߟられ，ซଘしていない。

࿍　中ԝ部東ଆにҐஔしている。長ܘ 50ᶲ，短ܘ 45ᶲの不ఆ形で，চ面を 10ᶲ掘りくぼΊ使用している。

ϐοτ　７か所。̥１は長ܘ 50ᶲ，短ܘ 42ᶲのପԁ形で，ਂさ 20ᶲである。̥２は長ܘ 50ᶲ，短ܘ 45ᶲの

ପԁ形で，ਂさ 10ᶲである。̥３はܘ 35ᶲのԁ形で，ਂさ 25ᶲである。̥̐はܘ 68ᶲのԁ形で，ਂさ 20ᶲ

である。̥̑は長ܘ 140ᶲ，短ܘ 135ᶲの不ఆ形で，ਂ さ 55ᶲである。̥６はܘ 40ᶲのԁ形で，ਂ さ 20ᶲである。

̥７は長ܘ 35ᶲ，短ܘ 30ᶲのପԁ形で，ਂさ 25ᶲである。̥̑はஷ蔵穴のՄೳ性がある。竈構築ࡐが出土し

ている͜とから，竈１ഇઈに伴い埋Ί໭されたと͑ߟられる。他のϐοトの性格は不明である。

෴土　７૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。ྲྀれࠐみのたΊ，第１૚は地ࢁとの見分けが೉し

かったたΊ，トレンνを入れ平面形のϓランを֬ఆした。

遺物出土状況　土師器ย 241 ఺（坏類 17，高台付坏̑，高台部１，甕類 218），須恵器ย３఺（甕類），土製品２఺（Ӌ

口），金属製品１఺（紡錘車），᛽ 13 ఺（૯ॏྔ 21,117g），ඃ೤᛽ 33 ఺（１٭ࢧ，૯ॏྔ 34,627g）が出土し

ている。３は෴土Լ૚，̐は竈２෴土Լ૚，６はচ面から紡࣠がંれた状態で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ20.4ʧ（7.6） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ ෴土中 ̑�

２ 土師器 甕 ʦ22.6ʧ（17.0） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ ෴土中 20�     PL14

３ 土師器 甕 ʦ24.6ʧ（16.4） ― 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 灰׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部内面ϔラφσ ෴土Լ૚ 10�

̐ 土師器 甕 ʦ22.5ʧ（23.3） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部内面ϔラφσ 竈２෴土Լ૚ 20�     PL12

̑ 土師器 甕 ― （16.7） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ମ部֎面ϔラ࡟りޙϔラφσ　内面ϔラφσ P ̑෴土中૚ 30�

第３号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 16 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

６ 紡錘車 （19.1） 0.4 ～ 0.5 0.4 （25.73） 鉄 紡ྠ部֎ܘ 3.7ᶲ，ܘ޸ 0.5ᶲ　紡ྠ部Ұ部ܽଛ　紡࣠ંれ，྆
୺ܽଛ চ面 PL16

　第４号竪穴建物跡（第 17 ～ 19 図　PL ６）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ２d6 ۠，標高 96.2 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 73・98 号土坑に掘りࠐまれている。

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.36 ｍ，短࣠ 3.40 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 92 ʄ－ E である。นは高さ̔～ 14cm で，

。している܏֎

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　東นの南୺に付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 155cm，೩ম部෯は 60ᶲである。྆କ部

はյされて，କ部跡から構築ࡐをਾ͑たϐοトが֬ೝできた。೩ম部のম土はްさ̑ᶲである。煙道部はน֎

へ 65cm 掘りࠐまれ，೩ম部から֎܏して立ち上がっている。第１・２૚はକ部で使用されたシϧトཻ子をଟ

くؚΉ෴土でఱҪ部ٴͼ内นの่յ土である。೩ম部中ԝが̑ᶲくぼみ，ম土が్੾れている͜とから٭ࢧが

ਾ͑られていたՄೳ性がある。掘方調査にΑって྆କ部に石ࡐをਾ͑ていたϐοトが֬ೝできた。どちらも石

。はൈきऔられているࡐ

࿍　中ԝ部にҐஔしている。長ܘ 50ᶲ，短ܘ 45ᶲのପԁ形で，চ面をそのまま使用した地চ炉である。炉の

北ଆにはḬき出された୸化物が 90 × 50ᶲのൣғで֬ೝできた。
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第 17 図　第̐号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

ϐοτ　10 か所。̥１はܘ 30ᶲのԁ形で，ਂさ 16ᶲである。̥２はܘ 35ᶲのԁ形で，ਂさ 10ᶲである。̥

３は長ܘ 35ᶲ，短ܘ 30ᶲのପԁ形で，ਂさは̔ᶲである。̥̐は長ܘ 35ᶲ，短ܘ 30ᶲのପԁ形で，ਂさ 10

ᶲである。̥̑は長ܘ 45ᶲ，短ܘ 40ᶲのପԁ形で，ਂ さ 25ᶲである。̥６は長ܘ 63ᶲ，短ܘ 48ᶲのପԁ形で，

ਂさ 24ᶲである。̥７は長ܘ 35ᶲ，短ܘ 30ᶲのପԁ形で，ਂさ 16ᶲである。̥̔は長ܘ 32ᶲ，短ܘ 25ᶲの

ପԁ形で，ਂさ̔ᶲである。̥̕はܘ 30ᶲのԁ形で，ਂさ 13ᶲである。̥ 10 は長ܘ 30ᶲ，短ܘ 20ᶲのପԁ

形で，ਂさ 12ᶲである。̥１・̥２，̥̑・̥６は南北でそれͧれରになる͜とから主柱穴と͑ߟられるが，

形状やҐஔなどからซଘしていないと͑ߟられる。他のϐοトの性格は不明である。

෴土　６૚に分૚できる。ࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 123 ఺（坏類 26，高台付坏３，高台部１，鉢２，甕類 91），須恵器ย１఺（甕類），

石器１఺（磨石），金属製品２఺（不明鉄製品），᛽３఺（૯ॏྔ 4,872g），ඃ೤᛽ 18 ఺（૯ॏྔ 17,365g）が

出土している。２は竈෴土中૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ

ϐοτ土૚ղઆ（֤ϐοτڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化物・ࡉ᛽গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化物ඍྔ
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ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物・シϧトཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化物中ྔ，シϧトཻ子গྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ

̑　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，୸化物গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
６　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物・シϧトཻ子গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

第 18 図　第̐号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）・出土遺物࣮ଌ図（1）
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　第５号竪穴建物跡（第 20 ～ 23 図　PL ６・７）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ２f7 ۠，標高 96.2 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 72・88・126 号土坑に掘りࠐまれている。

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.58 ｍ，短࣠ 4.02 ｍの۱ؙ長方形で，主࣠方޲は̣－ 101 ʄ－ W である。นは高さ 16 ～

26cm で，֎܏している。

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　２か所。竈１は東นの南دりに付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 186cm，೩ম部෯は 40

～ 45ᶲである。Րচ面はচ面とಉじ高さで，ম土はްさ 10ᶲである。煙道部はน֎へ 100cm 掘りࠐまれ，Ր

চ部から֎܏して立ち上がっている。କ部は֬ೝできͣ，第１・２૚は竈ղମޙに建物のนとして構築された

Մೳ性があり，竈１ղମޙに竈２が構築されたとࢥわれる。竈２は西นの南دりに付ઃされている。ن໛は，

ข口部から煙道部まで 170cm，೩ম部෯は 40 ～ 55ᶲである。Րচ面はচ面とほぼಉじ高さで，ম土はްさ̕

ᶲである。構築ࡐと͑ߟられる石ࡐが内นにԊってਾ͑られている。煙道部はน֎へ 85cm 掘りࠐまれ，Րচ

部から֎܏して立ち上がっている。କ部は֬ೝできͣ，̥２から竈２で使用されたとࢥわれる石ࡐが出土して

おり，建物ഇઈ時にղମされている。

第 19 図　第̐号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（2）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

６ 不明ர物 （3.1） （2.0）（0.75）（10.18） 鉄 にΑる෗৯がܹしいࡺ ෴土中૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

̑ 磨石 9.4 7.6 5.7 550.0 σイαイト 上・Լ面に磨りࠟ ෴土中 PL15

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 鉢 ʦ26.0ʧ（11.6） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσޙϔラ࡟り　

内面ロクロφσ
෴土中૚

竈෴土Լ૚ 10�     PL14

２ 土師器 鉢 ʦ29.6ʧ（9.9） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 明੺׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσޙϔラ磨き　
内面ϔラφσ 竈෴土中૚ 20�     PL12

３ 土師器 甕 ʦ22.0ʧ（12.9） ― 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土Լ૚ ̑�

̐ 土師器 甕 ― （5.4）ʦ14.8ʧ長石・石ӳ・ࡉ᛽ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσޙϔラ࡟り　 竈掘方෴土中૚ ̑�

第̐号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 18・19 図）

5

6

̌ （1�3） 10DN
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第 20 図　第̑号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，シϧトཻ子・白৭ཻ子・中᛽ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
３　灰 ԫ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ཻ子・シϧトཻ子・大᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子・ࡉ᛽গྔ，中᛽ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化物ඍྔ

ᜱ１土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物গྔ，ম土ϒロοク・白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　೪土ϒロοクগྔ，ম土ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ

ϐοτ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，シϧトཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，白৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物中ྔ，シϧトཻ子গྔ
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子中ྔ，シϧトཻ子গྔ
ࠇ　６ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化物中ྔ，シϧトཻ子গྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，シϧトཻ子ඍྔ
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ᜱ２土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　灰 ԫ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロοクۃඍྔ
３　灰 ԫ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ϒロοクඍྔ
̐　灰 ԫ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̑　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

６　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ
７　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・シϧトཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，ম土ཻ子ۃඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　୸化物গྔ，ম土ཻ子・シϧトཻ子ඍྔ

第 21 図　第 5 号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）

第 22 図　第̑号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（1）

ϐοτ　３か所。̥１はܘ 50ᶲのԁ形で，ਂさ 15ᶲである。̥２は長ܘ 98ᶲ，短ܘ 95ᶲのԁ形で，ਂさ 45

ᶲである。̥３は長ܘ 138ᶲ，短ܘ 65ᶲのପԁ形で，ਂさは 15ᶲである。̥２・̥ ３はஷ蔵穴のՄೳ性がある。

竈構築ࡐが出土している͜とから，竈ղମ時にそれͧれ埋Ί໭されたと͑ߟられる。P １の性格は不明である。

෴土　10 ૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 327 ఺（坏類 70，高台付坏̐，高台付椀１，小皿２，甕類 249，甑１），鉄ᕥ１఺（173.75g），

᛽ 26 ఺（૯ॏྔ 46,171g），ඃ೤᛽ 35 ఺（竈構築６ࡐ，૯ॏྔ 39,855g）が出土している。２・３・̑は竈２

෴土中૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と͑ߟられる。

̌ （1�30） 1N

K
K

˄
96
�4
N

-
-˄

96
�4
N

.
.

˄
96
�4
N

1 2
7

8

6

9
7

7

5

+
+˄

96
�4
N

I
96�4N

I˄

1

2

5
3

4
9

4

6

7

I

I˄

.

.
˄

-

-˄

K

K˄

+

+˄

1

2
3

̌ （1�3） 10DN



－ 28 －

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ― （2.4） 5.5 長石・石ӳ・ 
੺৭ཻ 子・ࠇ৭ཻ 子 にͿいᒵ ޷ྑ ମ部֎・内面ロクロφσ　ఈ部ճస糸੾り ෴土中 20�

２ 土師器 高台付坏 ― （4.8） 7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσޙϔラ磨き　内面ϔラ磨き
ఈ部ճస糸੾りޙ高台ష付 竈２෴土中૚ 30ˋ　 PL11

３ 土師器 高台付椀 ʦ14.8ʧ 6.3 6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
᛽ࡉ にͿい׊ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　֎面Լ୺ϔラ࡟り　内面ϔ

ラ磨きࠟ࢒り，ࠇ৭ॲཧ　ຎ໓が著しい 竈２෴土中૚ 70ˋ　 PL11

̐ 土師器 甕 ʦ24.4ʧ（11.1） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ にͿい੺׊ ී௨ 口ԑ部֎・内面ロクロφσ　ମ部֎・内面ϔラ

φσ ෴土中૚ 20ˋ　 PL12

̑ 土師器 甕 ʦ24.2ʧ（15.4） ― 長石・石ӳ・ 
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσ 竈２෴土中૚ 30ˋ　 PL13

６ 土師器 甑 ― （6.5）ʦ19.6ʧ長石・石ӳ・ࡉ᛽ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎・内面ϔラφσ　ఈ部ԣφσ 竈１෴土Լ૚ ̑ˋ　 PL14

第 23 図　第̑号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図（2）

第̑号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 22・23 図）

　第６号竪穴建物跡（第 24・25 図　PL ７・̔）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ２K8 ۠，標高 96.6 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

，は̣－87ʄ－Eである。นは高さ23～30cmで޲状　長࣠5.18ｍ，短࣠4.18ｍの۱ؙ長方形で，主࣠方ܗ໛ͱن

。している܏֎

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　東นの中ԝ部に付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 155cm，೩ম部෯は 70ᶲである。地ࢁ

を掘り࢒してକの基部としているՄೳ性があるがକ部は֬ೝできなかった。Րচ面はচ面とಉじ高さで，ম土

はްさ７ᶲである。煙道部はน֎へ 100cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。第３・̐૚

のఱҪ部ٴͼ内นが่れたޙ，第１・２૚がྲྀれࠐんでいる。

࿍　中ԝ部北東ଆにҐஔしている。長ܘ 35ᶲ，短ܘ 20ᶲのପԁ形で，চ面を̑ᶲ掘りくぼΊ使用した地চ炉

である。
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6

5 ̌ （1�3） 10DN
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第 24 図　第６号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

ϐοτ　２か所。̥１はܘ 18ᶲのԁ形で，ਂさ 28ᶲである。̥２は長ܘ 70ᶲ，短ܘ 60cm のପԁ形で，ਂさ

14ᶲである。ともに性格は不明である。

෴土　７૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 213 ఺（坏類 86，高台付坏６，高台付椀２，小皿６，甕類 113），土製品１఺（管状土錘），

金属製品１఺（刀子），᛽ 23 ఺（૯ॏྔ 18,290g），ඃ೤᛽̑఺（૯ॏྔ 5,559g）が出土している。１は南น東

۱のচ面からٯҐの状態で出土している。その内ଆから，３と̑が口ԑ部を߹わせた状態で出土した。２ͭの

間からはԿも֬ೝできなかった。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と͑ߟられる。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　白৭ཻ子・ࡉ᛽গྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，ম土
　　　　　　　　ཻ子・シϧトཻ子・白৭ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・シϧ
　　　　　　　　トཻ子・白৭ཻ子・鉄分・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
̐　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・シϧトཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化物・シϧト
　　　　　　　　ཻ子・中᛽ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭
　　　　　　　　ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

ϐοτ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・鉄分・ࡉ᛽ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・ࡉ᛽
　　　　　　　　ඍྔ
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第 25 図　第６号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）・出土遺物࣮ଌ図

ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・白৭ཻ子গྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・鉄分・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

࿍土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子গྔ

(
96�6N

(˄̍̏ ̑

̌ （1�15） 50̲ ̼

6
8

7

5

3

1 2

4

̌ （1�3） 10DN



－ 31 －

̌ （1�60） ２N

$3D1

%
%

˄
96
�8
N

̎̍$ $˄
96�8N

5

1 2
3

5
4

5

,

96
�8
N

#
#

˄

7

6
5

5

3
2

1
" "˄

96�8N

̥̏

̥̥̎̍

֧ཚ

̎

̍

"

"˄

$

$˄

#

#˄

%

%
˄

'
'˄

( (˄

&
&

˄

̝

)˄

I

I˄

　第７号竪穴建物跡（第 26・27 図）

Ґஔ　調査۠南部の̘２b0 ۠，標高 96.5 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

第 26 図　第７号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽中ྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ࡉ᛽গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・
　　　　　　　　白৭ཻ子・中᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽গྔ，
　　　　　　　　ম土ϒロοク・白৭ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ，白৭
　　　　　　　　ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
ࠇ　̑ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ཻ子・白৭ཻ
　　　　　　　　子・ࡉ᛽ඍྔ
６　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中ྔ，୸化ཻ子・鉄分ඍྔ，
ඍྔۃ᛽ࡉ　　　　　　　　
７　҉ ׊ ৭　ཻ࠭中ྔ，୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 高台付椀 15.6 6.7 5.9 長石・石ӳ・ࡉ᛽・ 
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ　ຎ໓が著しい চ面 95ˋ　 PL11

２ 土師器 高台付椀 ʦ18.6ʧ（6.2） ― 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ
ຎ໓が著しい ෴土中 20ˋ

３ 土師器 小皿 9.1 2.0 4.8 長石・石ӳ・ࡉ᛽・ 
৭ཻ子ࠇ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　ఈ部ճసϔラ੾り　 

̑と߹わせ（Լ） চ面 100  ̀  PL11

̐ 土師器 小皿 ʦ9.7ʧ 2.5 ʦ4.7ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ　ຎ໓が著しい ෴土中 30ˋ

̑ 土師器 小皿 9.7 2.9 4.6 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　ఈ部ճస糸੾り
３と߹わせ（上） ３上部 100  ̀  PL11

౮明に使用
６ 土師器 甕 ʦ17.7ʧ（20.9） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　 চ面 20ˋ　 PL14

第６号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 25 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

̔ 刀子 （7.2） 1.3 （0.4）（9.63） 鉄 ਕ部அ面三֯形Ұ部ܽଛ　ฑ部அ面台形　྆関　྆୺ܽଛ ෴土中૚

番号 器　種 長さ ܘ ܘ޸ ॏྔ ଻　土 ৭　調 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

７ 管状土錘 3.1 1.8 0.4 （8.63） 長石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ Ұ部ܽଛ ෴土中૚ 90ˋ　 PL15
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ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.56 ｍ，短࣠ 3.92 ｍの۱ؙ長方形で，主࣠方޲は̣－ 79 ʄ－ E である。นは高さ 38cm で，

。している܏֎

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。̥１पลは水がછみ出しඇৗに؇い。

ᜱ　東นの南۱に付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 110cm，೩ম部෯は 55ᶲである。地ࢁを

掘り࢒してକの基部としている。Րচ面はচ面とಉじ高さで，ম土はްさ̔ᶲである。煙道部はน֎へ 30cm

掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ϐοτ　３か所。̥１はܘ 60ᶲのԁ形で，ਂさ６ᶲである。̥２はܘ 50ᶲで，ਂさ 20ᶲである。̥３は長ܘ

60ᶲ，短ܘ 43ᶲのପԁ形で，ਂさは 20ᶲである。いͣれも性格は不明である。

෴土　７૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย144఺（坏類52，高台付坏７，甕類85），金属製品３఺（不明鉄製品），鉄ᕥ３఺（70.59̶），

᛽̑఺（૯ॏྔ 5,604g），ඃ೤᛽１఺（86g）が出土している。１はচ面から，２は竈の෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。

第 27 図　第７号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）・出土遺物࣮ଌ図

ϐοτ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ࡉ᛽ඍྔ
３　灰 ԫ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ

1

2

̌ （1�3） 10DN
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　第̔号竪穴建物跡（第 28 ～ 30 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ２g0 ۠，標高 96.3 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 87・95・99 号土坑に掘りࠐまれている。第 87 号土坑はઙく，第 8 号竪穴建物のচ面を掘りࠐん

ではいない。

状　長࣠ܗ໛ͱن 5.03 ｍ，短࣠ 3.96 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 109 ʄ－ E である。นは高さ 16 ～ 32cm で，

。している܏֎

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

第 28 図　第̔号竪穴建物跡࣮ଌ図（1）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　白৭ཻ子・ࡉ᛽中ྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ，ম土ཻ
　　　　　　　　子・ࡉ᛽ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　白৭ཻ子中ྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ
̐　灰 ԫ ׊ ৭　白৭ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ
　　　　　　　　子・ࡉ᛽ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　୸化物গྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
６　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ
　　　　　　　　子ۃඍྔ

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ14.8ʧ（8.4） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面φσ　内面ロクロφσ চ面 ̑ˋ
２とಉҰݸମ

２ 土師器 甕 ― （11.4） 9.6 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面Լ୺ϔラ࡟り　内面ロクロφσ 竈෴土Լ૚ 20ˋ　 PL13
１とಉҰݸମ

第７号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 27 図）
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ᜱ土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・シϧトཻ子গྔ，୸化ཻ
　　　　　　　　子・白৭ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・シϧトཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ

࿍土૚ղઆ
׊　１ 灰 ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ᜱ　東นのやや南دりに付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 110cm，೩ম部෯は 70ᶲである。

କ部はղମされており֬ೝできなかったが，地ࢁを掘り࢒して基部としていたとਪଌされる。Րচ面はচ面か

ら̑ᶲくぼみ，ম土はްさ̐ᶲである。煙道部はน֎へ 80cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がって

いる。

࿍　中ԝ部にҐஔしている。長ܘ 75ᶲ，短ܘ 40ᶲの不ఆ形で，চ面を̐ᶲ掘りくぼΊ使用した地চ炉である。

෴土　６૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 42 ఺（坏類 13，高台付坏２，高台部１，甕類 26），᛽̕఺（૯ॏྔ 21,289g），ඃ೤

᛽３఺（１٭ࢧ，૯ॏྔ 5,889g）が出土している。１はচ面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟられる。

第 30 図　第̔号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 高台付坏 ʦ14.5ʧ（5.2） ― 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ

高台部ܽଛ চ面 50ˋ

第̔号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 30 図）

第 29 図　第̔号竪穴建物跡࣮ଌ図（2）

　第９号竪穴建物跡（第 31・32 図　PL ̔）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の # ２i0 ۠，標高 96.3 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

状　長࣠ܗ໛ͱن 4.60 ｍ，短࣠ 4.18 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 98 ʄ－ E である。นは高さ 15cm で，֎

。している܏

চ　平ୱである。ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　東นの南دりに付ઃされている。ن໛は，ข口部から煙道部まで 136cm，೩ম部෯は 55ᶲである。କ部
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ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子ඍྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・シϧトཻ子ඍྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ

第 31 図　第̕号竪穴建物跡࣮ଌ図

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　白৭ཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ཻ࠭・ࡉ᛽中ྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・
᛽ඍྔࡉ　　　　　　　　
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物・白৭ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ
６　にͿいԫ׊৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・
ඍྔۃ᛽ࡉ　　　　　　　　

は構築されている͜とが֬ೝできた。Րচ面はচ面とಉじ高さで，ম土はްさ̔ᶲである。Րচ面から竈構築

が出土している。煙道部はน֎へࡐ 70cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

෴土　７૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 31 ఺（坏類３，高台付坏２，小皿１，甕類 25），᛽ 19 ఺（૯ॏྔ 31,531g）が出土

している。１は竈෴土Լ૚から，３は竈କ部と෴土中૚から，̐ ・̑ は竈前で᛽とҰॹにそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀中葉と͑ߟられる。
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第 32 図　第̕号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図
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　第 10 号竪穴建物跡（第 33・34 図）

Ґஔ　調査۠南部の C ３d4 ۠，標高 96.6 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ଘ部から，長࣠࢒。られている࡟状　北西ଆがࣗવྲྀ路にΑりܗ໛ͱن 3.72 ｍ，短࣠ 3.25 ｍの長方形で，主

࣠方޲は̣－ 110 ʄ－ W とਪఆされる。

চ　෴土が࢒っておらͣ，চ面のみ֬ೝした。平ୱであるが，ߗ化面は֬ೝできなかった。

ᜱ　西นの南دりに付ઃされている。೩ম部のみ֬ೝできた。෯は 25 ～ 35ᶲである。

ϐοτ　２か所。̥１は長ܘ 35ᶲ，短ܘ 30ᶲのପԁ形で，ਂさ 20ᶲである。̥２は長ܘ 55cm，短ܘ 50cm

のପԁ形で，ਂさ 15cm である。นは֎܏して立ち上がっている。ともに性格は不明である。

遺物出土状況　土師器ย 64 ఺（坏類 50，高台付坏２，高台部２，甕類７，小形甕３），須恵器ย１఺（甕類），

土師࣭土器ย 126 ఺（小皿），᛽２఺（૯ॏྔ 3,822g）が出土している。１はচ面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀ޙ葉と͑ߟられる。

第 33 図　第 10 号竪穴建物跡࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ22.8ʧ（13.7） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・ 
᛽ࡉ 灰׊ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ　ମ部֎面ϔラφσ 竈෴土Լ૚ 10ˋ　 PL14

２ 土師器 甕 ʦ21.4ʧ（20.0） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ にͿいԫᒵ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ　ମ部֎・内面ϔラφσ ෴土Լ૚
竈෴土Լ૚ 10ˋ　 PL14

３ 土師器 甕 ʦ21.7ʧ（16.2） ― 長石・石ӳ・੺৭ཻ子・
᛽ࡉ ᒵ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ　ମ部֎・内面ϔラφσ 竈କ部

෴土中૚ 20ˋ

̐ 土師器 甕 ʦ25.4ʧ（26.5） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部֎・内面φσ　ମ部֎・内面ϔラφσ চ面

竈෴土Լ૚ 20ˋ　 PL13

̑ 土師器 甕 ʦ19.0ʧ 27.1 10.0 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ　内面ロクロ
φσ　ఈ部ϔラ࡟り চ面 30ˋ　 PL13

第̕号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 32 図）

ϐοτ土૚ղઆ（֤ϐοτڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
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第 34 図　第 10 号竪穴建物跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ― （3.3） 5.3 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ఈ部ճస糸੾り　ຎ໓が著しい চ面 20ˋ

２ 土師器 坏 ― （2.8） ― 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　֎・内面࣫付ண ෴土中 ̑ˋ　 PL14

第 10 号竪穴建物跡出土遺物࡯؍ද（第 34 図）

番号 Ґ ஔ 主࣠方޲ 平面形
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 นߔ

内　部　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期 උ　ߟ

長࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入口 ϐοト 炉・竈 ஷ蔵穴

１ ̖３i6 ̣－ 99 －˃Ｅ 方 形 4.56 × 4.36 25 平ୱ ほぼશप ― ― ２ 炉
東竈 ― ࣗવ 土師器，須恵器，

灰釉陶器，ඃ೤᛽ 10 世紀前葉 ຊ跡ˠ S,119

２ ̗３b3 ̣－ 98 －˃Ｅ 方 形 5.41 × 5.20 40 ～ 55 平ୱ શप ２ ― ２ 炉
東竈 １ ࣗવ 土師器，須恵器，緑釉陶器，

石器，金属製品，ඃ೤᛽ 10 世紀前葉 S,128 ～ 130 ˠຊ跡
ˠ S,93・97・131・132

３ ̗３b1 ̣－ 90 －˃̬ 長 方 形 4.46 × 3.96 15 ～ 27 平ୱ ― ― ― ７ 炉
東竈・西竈 ― ࣗવ 土師器，須恵器，土製品，

金属製品，ඃ೤᛽ 10 世紀前葉 ຊ跡ˠ S,78・96
東竈ˠ西竈

̐ ̗２d6 ̣－ 92 －˃Ｅ 長 方 形 4.36 × 3.40 8 ～ 14 平ୱ ― ̐ ― ６ 炉
東竈 ― ࣗવ 土師器，須恵器，石器，

金属製品，ඃ೤᛽ 10 世紀前葉 ຊ跡ˠ S,73・98

̑ ̗２f7 ̣－ 101 －˃̬ ۱ؙ長方形 4.58 × 4.02 16 ～ 26 平ୱ ― ― ― ３ 東竈・西竈 ― ࣗવ 土師器，鉄ᕥ，᛽ 10 世紀中葉 ຊ跡ˠ S,72・88・126
東竈ˠ西竈

６ ̗２K8 ̣－ 87 －˃Ｅ ۱ؙ長方形 5.18 × 4.18 23 ～ 30 平ୱ ― ― ― ２ 炉
東竈 ― ࣗવ 土師器，土製品，

金属製品 10 世紀中葉

７ ̘２b0 ̣－ 79 －˃Ｅ ۱ؙ長方形 4.56 × 3.92 38 平ୱ ― ― ― ３ 東竈 ― ࣗવ 土師器，金属製品，
鉄ᕥ 10 世紀前葉

̔ ̗２g0 ̣－ 109 －˃Ｅ 長 方 形 5.03 × 3.96 16 ～ 32 平ୱ ― ― ― ― 炉
東竈 ― ࣗવ 土師器 10 世紀前葉 ຊ跡ˠ S,87・

95・99
̕ ̗２i0 ̣－ 98 －˃Ｅ 長 方 形 4.60 × 4.18 15 平ୱ ― ― ― ― 東竈 ― ࣗવ 土師器，᛽ 10 世紀中葉

10 ̘３d4ʦ̣－110˃ －̬ʧʦ長方形ʧʦ3.72ʧ×ʦ3.25ʧ ― 平ୱ ― ― ― ２ 西竈 ― ― 土師器，須恵器，
土師࣭土器 10 世紀ޙ葉

ද２　平安時代竪穴建物跡Ұཡද

　第１号۷ཱப建物跡（第 35 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗２a7 ۠，標高 96.1 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 46 号土坑を̥１が掘りࠐんでいる。

－が̣޲状　ܻ行３間，ྊ行２間の掘立柱建物跡のՄೳ性があり，ܻ行方ܗ໛ͱن 90 ʄ－ E の東西棟である。

北東֯と南ଆの２か所は֬ೝできなかった。ن໛は֬ೝできた部分で，ܻ行 5.95 ｍ，ྊ行 3.80 ｍで，面積は

22.61㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 2.0 ｍ（７ई），ྊ行が北平から 1.8 ｍ（６ई），2.1 ｍ（７ई）である。̥２

の഑ஔで，南平ଆがएׯ広がるが，柱ےはほぼଗっている。

ப穴　７か所。平面形はԁ形またはପԁ形で，長ܘ 25 ～ 36cm，短ܘ 20 ～ 28cm である。ਂさは 28 ～ 61cm で，

掘方のนはほぼ௚立している。第１～̐૚は，柱ൈきऔりޙの෴土である。

遺物出土状況　土師器ย３఺（坏類２，甕類１）が̥６・̥７の෴土中から出土している。

ॴݟ　出土土器がࡉยで，時期ܾఆがࠔ೉である。他の建物の࣠方޲をྀߟすると，10 世紀中葉と͑ߟられる。

　（2）　掘立柱建物跡
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　第２号۷ཱப建物跡（第 36 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c5 ۠，標高 95.7 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

－が̣޲状　ܻ行３間，ྊ行２間の掘立柱建物跡のՄೳ性があり，ܻ行方ܗ໛ͱن 15 ʄ－ E の南北棟である。

北東֯と東ଆの２か所，西ଆ１か所は֬ೝできなかった。ن໛は֬ೝできた部分で，ܻ 行 7.02 ｍ，ྊ行 5.62 ｍで，

面積は 39.45㎡である。柱間ੇ法はܻ行が北࠺から 4.2 ｍ（14 ई），2.5 ｍ（̔ई），ྊ行が西平から 2.8 ｍ（̕ई），

2.6 ｍ（̕ई）である。̥２がগし֎ଆにҐஔしているが，柱ےはほぼଗっている。

第 35 図　第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図

土૚ղઆ（֤ப穴ڞ௨）
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　白৭ཻ子中ྔ，୸化物গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ
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第 36 図　第２号掘立柱建物跡࣮ଌ図

土૚ղઆ（֤ப穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
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　第 11 号土坑（第 37 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗２c0 ۠，標高 96.0 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 1.04 ｍ，短ܘ 0.96 ｍのԁ形で，ਂさは 70cm である。นは௚立し，ఈ面は平ୱである。

෴土　２૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化ཻ子がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย７఺（小皿１，甕類６）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。

第 37 図　第 11 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

　（3）　土坑

ப穴　６か所。平面形はԁ形またはପԁ形で，長ܘ 25 ～ 34cm，短ܘ 20 ～ 28cm である。ਂさは 26 ～ 43cm で，

掘方のนは֎܏している。第１～３૚は，柱ൈきऔりޙの෴土である。

ॴݟ　出土土器がແく，他の建物の࣠方޲をྀߟすると，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。

ද３　平安時代掘立柱建物跡Ұཡද

番号 Ґ ஔ ܻ行方޲
柱間数 ໛　ن 面 積

（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴 
主な出土遺物 時　期 උ　ߟ

ܻ×ྊ（間）ܻ × ྊ（ｍ） ܻ間（ｍ）ྊ間（ｍ）構଄ 柱穴数 平 面 形 ਂさ（ᶲ）

1 ̗２a7 ̣－ 90 －˃Ｅ ３×２ 5.95 × 3.80 22.61 2.0 1.8 ～ 2.1 ଆ柱 ７ ԁ形・ପԁ形 28 ～ 61 土師器 10 世紀中葉 S,46 ˠຊ跡

2 ̗３c5 ̣－ 15 －˃Ｅ ３×２ 7.02 × 5.62 39.45 2.5 ～ 4.2 2.6 ～ 2.8 ଆ柱 ６ ԁ形・ପԁ形 26 ～ 43 10 世紀前葉

第 11 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 37 図）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ27.2ʧ（16.9） ― 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ ෴土上૚ 20ˋ

　第 19 号土坑（第 38 図）

Ґஔ　調査۠北部の A ２f8 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ਂ。は̣－65ʄ－Ｅである޲方ܘ0.38ｍのପԁ形で，長ܘ0.51ｍ，短ܘ状　長ܗ໛ͱن さは40cmで，นは௚立し，
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第 20 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 39 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 紡࣠カ （13.0） 0.4 ― （9.80） 鉄 ྆୺ܽଛ ෴土中 　　　 PL16

第 39 図　第 20 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，白৭
　　　　　　　　ཻ子・鉄分ඍྔ

　第 20 号土坑（第 39 図）

Ґஔ　調査۠北部の A ２f8 ۠，標高 95.9 ｍほどの

Տ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.39 ｍ，短ܘ 0.33 ｍのପԁ形で，

長ܘ方޲は̣－̔ʄ－Ｅである。ਂさは 63cm で，

นは௚立し，ఈ面は平ୱである。

෴土　୯Ұ૚で，୸化ཻ子がؚまれている͜とから，

埋Ί໭されている。

遺物出土状況　金属製品１఺（紡࣠カ）が出土して

いる。

ॴݟ　時期は，出土金属製品から，第２号竪穴建物

跡とಉ時期の 10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不

明である。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ 灰 ৭　白৭ཻ子・鉄分ඍྔ，　
　　　　　　　　୸化ཻ子ۃඍྔ
׊　３ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子ඍྔ

第 38 図　第 19 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 19 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 38 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 紡錘車 （3.2） 0.6 0.4 （13.75） 鉄 紡ྠ部֎ܘ 4.2ᶲ，ܘ޸ 0.6ᶲ　紡ྠ部Ұ部ܽଛ　紡࣠部྆୺ܽଛ ෴土中 　　　 PL16

　第 25 号土坑（第 40 図）

Ґஔ　調査۠北部の A ３f3 ۠，標高 95.8 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.23 ｍ，短ܘ 0.21 ｍのԁ形である。ਂさは 40cm で，นは௚立し，ఈ面は皿状である。

ఈ面は平ୱである。

෴土　３૚に分૚できる。୸化ཻ子がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　金属製品１఺（紡錘車）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土金属製品から，第２号竪穴建物跡とಉ時期の 10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。
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第 40 図　第 25 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

　第 34 号土坑（第 41 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠北部の A ３e3 ۠，標高 95.8 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ，状　北東部が調査۠Ҭ֎にԆͼているたΊܗ໛ͱن 0.89 ｍのԁ形とਪఆした。ਂさは 38cm で，นは؇や

かに֎܏し，ఈ面は皿状である。

෴土　３૚に分૚できる。୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　須恵器ย̐఺（甕類），ಔᕥ１఺（1.49g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。

第 25 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 40 図）

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 灰釉陶器 短頸壺 ― （2.7） ― 長石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 灰白 ޷ྑ ମ部֎・内面ロクロφσ　֎面ࢪ釉 ෴土中 ̑ˋ　 PL15
Ԑ౤࢈

第 41 図　第 34 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物中ྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子ඍྔ
３　灰 ԫ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ

෴土　୯Ұ૚で，୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　灰釉陶器ย１఺（短頸壺）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土陶器ยから，10 世紀中葉と͑ߟられる。性格は不明である。

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 須恵器 甕 ― （9.9） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰ԫ ޷ྑ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき　内面ಉ৺ԁ文の当۩ࠟ ෴土中૚ ̑ˋ

第 34 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 41 図）
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　第 49 号土坑（第 42 図）

Ґஔ　調査۠の中ԝ部の̗２b8 ۠，標高 96.1 ｍほどのՏ

。ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている؛

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.93 ｍ，短ܘ 0.91 ｍのԁ形である。ਂ

さは 27cm で，นはほぼ௚立し，ఈ面は平ୱである。

෴土　２૚に分૚できる。ম土ཻ子や୸化ཻ子がؚまれて

いる͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 13 ఺（坏類̐，甕類̕）が出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，11 世紀中葉と͑ߟられる。

性格は不明である。第 42 図　第 49 号土坑࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ，白৭ཻ子ඍྔ

　第 52 号土坑（第 43 図）

Ґஔ　調査۠の中ԝ部の̗２d8 ۠，標高 96.1 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.82 ｍ，短ܘ 0.79 ｍのԁ形である。ਂさは 13cm で，นは௚立し，ఈ面は平ୱである。

෴土　２૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย２఺（高台付椀，甕類）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀中葉と͑ߟられる。性格は不明である。

第 43 図　第 52 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοク・白৭ཻ子ඍྔ,୸化物・࠭ ・ཻ
ඍྔۃ᛽ࡉ　　　　　　　　
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ , ୸化ཻ子・白৭ཻ子ۃඍྔ

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 高台付椀 ʦ15.9ʧ 6.6 7.0 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　֎・内面ϔラ磨き　内面
高台ష付ޙ৭ॲཧ　ఈ部ճస糸੾りࠇ ෴土Լ૚ 60ˋ　 PL11

第 52 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 43 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

２ ಔᕥ （2.1） 1.1 0.4 （1.49） ಔ ྲྀಈᕥ ෴土中

1

̌ （1�3） 10DN
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第 44 図　第 75・93 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 75 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ子・
ඍྔۃ᛽ࡉ　　　　　　　　
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，白৭
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・白৭ཻ子ඍྔ，୸
　　　　　　　　化ཻ子ۃඍྔ　

第 93 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・白৭ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 3.9 6.5 長石・石ӳ・Ӣ฼・੺৭ཻ子・
৭ཻ子・白৭ཻ子ࠇ にͿい׊ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭

ॲཧ　ఈ部ճస糸੾り　ຎ໓が著しい ෴土中૚ 60ˋ　 PL10

２ 須恵器 甕 ― （6.7） ― 長石・石ӳ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ロクロφσ ෴土中 ̑ˋ

第 75 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 44 図）

　第 90 号土坑（第 45 図）

Ґஔ　調査۠南部の̘３e4 ۠，標高 96.6 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ਂ。は̣－87ʄ－Ｅである޲方ܘ0.65ｍのପԁ形で，長ܘ0.80ｍ，短ܘ状　長ܗ໛ͱن さは19cmで，นは֎܏し，

　第 75 号土坑（第 44 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c2 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 93 号土坑を掘りࠐんでいる。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 2.20 ｍ，短ܘ 1.15 ｍのପԁ形で，長ܘ方޲は̣－ 60 ʄ－ W である。ਂさは 45cm で，นは

ほぼ௚立し，ఈ面は平ୱで，南東部がややくぼΉ。

෴土　̐૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 16 ఺（坏類̑，甕類 11），須恵器ย２఺（甕類）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀中葉と͑ߟられる。性格は不明である。
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭・ࡉ᛽গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・ࡉ᛽ඍྔ

第 45 図　第 90 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 小形甕 5.8 4.1 4.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎・内面ロクロφσ　

ఈ部ճస糸੾り ෴土上૚ 90ˋ　 PL14

第 90 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 45 図）

　第 93 号土坑（第 44・46 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c3 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第２号竪穴建物跡を掘りࠐみ，第 75 号土坑に掘りࠐまれている。

状　第ܗ໛ͱن 75 号土坑に掘りࠐまれているが，長ܘ 2.00 ｍ，短ܘ 1.59 ｍのପԁ形とਪఆでき，長ܘ方޲は

̣－ 41 ʄ－Ｅである。ਂさは 47cm で，นは֎܏し，ఈ面は平ୱである。

ఈ面は平ୱである。

෴土　２૚に分૚できる。ྲྀれࠐみにΑるࣗવଯ積である。

遺物出土状況　土師器ย 20 ఺（坏類 11，高台付坏１，甕類７，小形甕１）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀ޙ葉と͑ߟられる。性格は不明である。

第 46 図　第 93 号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 93 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 46 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 釘 （7.4） 0.5 0.6 ～ 0.9（18.18） 鉄 ಄部ܽଛ ෴土中૚

２ 釘 （2.8） 1.5 0.9 （8.29） 鉄 ઌ୺部ܽଛ ఈ面

෴土　୯Ұ૚で，ম土ཻ子や୸化ཻ子がؚまれている͜とから，

埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 94 ఺（坏類 26，高台部１，甕類 67），

須恵器ย７఺（甕類），金属製品２఺（釘）が出土している。

ॴݟ　時期は，10 世紀前葉と͑ߟられる第２号竪穴建物跡を

掘りࠐんでいる͜とや出土土器から，10 世紀中葉と͑ߟられ

る。性格は不明である。
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　白৭ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・
　　　　　　　　白৭ཻ子ۃඍྔ
３　にͿいԫ׊৭　ম土ϒロοクඍྔ，白৭ཻ
　　　　　　　　子ۃඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，ম土ϒ　
　　　　　　　　ロοク・୸化ཻ子ඍྔ，白
　　　　　　　　৭ཻ子ۃඍྔ
̑　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ，
　　　　　　　　白৭ཻ子ۃඍྔ
６　にͿいԫ׊৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍ
　　　　　　　　ྔ，白৭ཻ子ۃඍྔ
７　にͿいԫ׊৭　୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子ۃ
　　　　　　　　ඍྔ

第 47 図　第 97 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 須恵器 甕 ― （16.4）ʦ15.8ʧ長石・石ӳ 灰白 ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟきޙϔラφσ　Լ୺ϔラ࡟
り　内面ࢦ಄ѹࠟ ෴土Լ૚ 20ˋ　 PL13

第 97 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 47 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

２ 釘カ （6.6） 2.3 （0.5）（44.83） 鉄 ઌ୺部ܽଛ ෴土上૚

３ 不明鉄製品 （5.3） 3.2 0.1 （15.13） 鉄 ྆୺ܽଛ ఈ面

　第 97 号土坑（第 47 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c3 ۠，標高 95.4 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 2 号竪穴建物跡を掘りࠐんでいる。第 2 号竪穴建物跡の土૚では֬ೝできなかった͜とや建物跡

のচ面を֬ೝできなかった͜とから，第 2 号竪穴建物のഇઈޙ，埋຅する前に掘りࠐまれた土坑である。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 2.07 ｍ，短ܘ 1.85 ｍの不ఆ形で，長ܘ方޲は̣－ 70 ʄ－ E である。ਂさは 57cm で，นは

؇やかに֎܏し，ఈ面はԜತである。

෴土　７૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 24 ఺（坏類１，甕類 23），須恵器１఺（甕）金属製品２఺（釘カ，不明鉄製品）が出

土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎や出土土器から，10 世紀中葉と͑ߟられる。性格は不明である。
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　第 118 号土坑（第 49 図）

Ґஔ　調査۠南部の̘３c2 ۠，標高 96.5 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 1.39 ｍ，短ܘ 1.22 ｍのପԁ形で，長ܘ方޲は̣－ 12 ʄ－ W である。ਂさは 37cm で，นは

。し，ఈ面は平ୱである܏֎

෴土　３૚に分૚できる。ম土ཻ子や୸化ཻ子がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย６఺（坏類２，高台付坏２，甕類２）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 高台付坏 ʦ13.4ʧ 5.8 7.6 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　ఈ部ճస糸੾りޙ高台ష付

高台高さ２ᶲ ෴土中 30ˋ　 PL11

第118号土坑出土遺物࡯؍ද（第49図）

第 49 図　第 118 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

̌ （1�60） 1N
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 48 図　第 114 号土坑࣮ଌ図

　第 114 号土坑（第 48 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗２h9 ۠，標高 96.3 ｍほどのՏ؛ஈٰ

面の平ୱ部にҐஔしている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.80 ｍ，短ܘ 0.74 ｍのԁ形で，ਂさは 21cm

である。นは֎܏し，ఈ面は平ୱである。

෴土　୯Ұ૚である。ম土ཻ子や୸化物がؚまれている͜とか

ら，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย６఺（高台付坏 1，椀１，甕類̐）が

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 11 世紀中葉と͑ߟられる。性格

は不明である。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・白৭ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，白৭ཻ子・ࡉ᛽ۃඍྔ
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　第 119 号土坑（第 50・51 図）

Ґஔ　調査۠北部 A ３K6 ۠，標高 95.6 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の

平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第１号竪穴建物跡を掘りࠐんでいる。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 1.58 ｍ，短ܘ 0.85 ｍのପԁ形で，長ܘ方޲

は̣－ 75 ʄ－ W である。ਂさは 50cm で，นはほぼ௚立し，

ఈ面はほぼ平ୱである。

෴土　̐૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化ཻ子がؚまれて

いる͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 10 ఺（坏類６，高台付椀３，甕類１），

灰釉陶器ย１఺（広口壺），ඃ೤᛽２఺が出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎や出土土器から 10 世紀前葉と͑ߟら

れる。性格は不明である。 第 50 図　第 119 号土坑࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ
׊　̐ ৭　୸化ཻ子ඍྔ

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ― （1.9） 5.5 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ఈ部ճస糸੾り　ຎ໓が著しい ఈ面 20ˋ

２ 土師器 高台付椀 ʦ17.4ʧ（5.5） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ ఈ面 10ˋ

３ 土師器 高台付椀 ʦ16.4ʧ（5.9） ― 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ମ部内面ࠇ৭ॲཧ　高台部ണ཭　ຎ໓が著しい ఈ面 30ˋ　 PL11

̐ 灰釉陶器 広口壺 ― （14.7） ― ៛ີ Φリーϒԫ ޷ྑ ମ部֎・内面ロクロφσ　֎面ࢪ釉　 ఈ面 20ˋ　 PL15
Ԑ౤࢈

第 119 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 51 図）

第 51 図　第 119 号土坑出土遺物࣮ଌ図

　第 125 号土坑（第 52 図　PL ̕）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３b3 ۠，標高 95.9 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 120・121 号土坑に掘りࠐまれている。
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第 52 図　第 125 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ21.4ʧ（13.4） ― 長石・石ӳ・ࠇ৭ཻ子 ׊ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ԣ方޲のϔラφσޙϔ
ラ࡟り　内面ϔラφσ ఈ面 10ˋ　 PL14

第 125 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 52 図）

　第 129 号土坑（第 53 図）

第 53 図　第 129 号土坑࣮ଌ図

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c4 ۠，標高 95.4 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平

ୱ部にҐஔしている。

ॏෳؔ܎　第 130 号土坑を掘りࠐみ，第２号竪穴建物に掘りࠐまれて

いる。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 0.77 ｍ，短ܘ 0.73 ｍのԁ形である。ਂさは 38cm で，

นは௚立し，ఈ面は平ୱである。

෴土　୯Ұ૚で，ম土ϒロοクや୸化ཻ子がؚまれている͜とから，

埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย̑఺（坏類１，甕類̐）のほか，ೄ文土器ย

１఺（ਂ鉢）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不

明である。

ਂ。は̣－̕ʄ－Wである޲方ܘ0.93ｍのପԁ形で，長ܘ1.10ｍ，短ܘ状　長ܗ໛ͱن さは45cmで，นは֎܏し，

ఈ面は平ୱである。

෴土　３૚に分૚できる。ম土ϒロοクや୸化物がؚまれている͜とから，埋Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย１఺（甕）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀前葉と͑ߟられる。性格は不明である。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ۃඍྔ ̌ （1�60） 1N
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　第 130 号土坑（第 54・55 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ部の̗３c4 ۠，標高 95.5 ｍほどのՏ؛ஈٰ面の平ୱ部にҐஔしている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍྔ，

ম土ϒロοクۃඍྔ
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第 55 図　第 130 号土坑出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 4.0 ʦ5.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　ఈ部ϔラ࡟り ఈ面 40ˋ　 PL10

２ 土師器 坏 ʦ13.4ʧ 3.8 7.0 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ࠇ৭ॲཧ　ఈ部ճస
糸੾りޙϔラ࡟り　ຎ໓が著しい ఈ面 40ˋ　 PL10

３ 土師器 坏 13.0 3.7 6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰ԫ׊ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き　ఈ部ճస
糸੾りޙϔラ࡟り　ຎ໓が著しい ෴土Լ૚ 80ˋ　 PL10

̐ 土師器 坏 13.0 3.9 6.5 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面ϔラ磨き，ࠇ৭ॲཧ
ఈ部ճస糸੾りޙϔラ࡟り ఈ面 80ˋ　 PL10

̑ 土師器 椀 15.2 4.8 7.4 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎・内面ロクロφσ　内面ࠇ৭ॲཧ　ຎ໓
が著しい ෴土Լ૚ 100̀ 　 PL11

６ 土師器 鉢 ʦ10.9ʧ（5.6） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部内面ϔラφσ ෴土中 ̑ˋ

第 130 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 55 図）

第 54 図　第 130 号土坑࣮ଌ図

ॏෳؔ܎　第２号竪穴建物，第 129 号土

坑に掘りࠐまれている。

ܘ状　長ܗ໛ͱن 1.91 ｍ，短ܘ 1.46 ｍ

の不整ପԁ形で，長ܘ方޲は̣－ 11 ʄ－

E である。ਂさは 79cm で，นは؇やか

に֎܏し，ఈ面はԜತである。

෴土　３૚に分૚できる。ম土ϒロοク

や୸化ཻ子がؚまれている͜とから，埋

Ί໭されている。

遺物出土状況　土師器ย 90 ఺（坏類

21，椀１，鉢１，甕類 67），須恵器ย̐

఺（甕類）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から，10 世紀

前葉と͑ߟられる。性格は不明である。
̌ （1�60） 1N

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοクඍྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　シϧトཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
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ද̐　平安時代土坑Ұཡද

番号 Ґ ஔ 長ܘ方޲ 平 面 形
໛　　　　ن

น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物 උ　ߟ
長ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

11 ̗２c0 ― ԁ形 1.04 × 0.96 70 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器

19 ̖２f8 ̣－ 65 －˃Ｅ ପԁ形 0.51 × 0.38 40 ௚立 平ୱ 人ҝ 金属製品

20 ̖２f8 ̣－̔ －˃Ｅ ପԁ形 0.39 × 0.33 63 ௚立 平ୱ 人ҝ 金属製品

25 ̖３f3 ― ԁ形 0.23 × 0.21 40 ௚立 皿状 人ҝ 灰釉陶器

34 ̖３e3 ― ʦԁ形ʧ 0.89 × 38 ؇ࣼ 皿状 人ҝ 須恵器，ಔᕥ

49 ̗２b8 ― ԁ形 0.93 × 0.91 27 ほぼ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器

52 ̗２d8 ― ԁ形 0.82 × 0.79 13 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器

75 ̗３c2 ̣－60 －˃W ପԁ形 2.20 × 1.15 45 ほぼ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器 S,93 ˠຊ跡

90 ̘３e4 ̣－ 87 －˃Ｅ ପԁ形 0.80 × 0.65 19 ܏内・܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

93 ̗３c3 ̣－ 41 －˃Ｅ ʦପԁ形ʧ × 1.59 47 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器，須恵器，金属製品 SI ２ˠຊ跡
ˠ S,75

97 ̗３c3 ̣－ 70 －˃Ｅ 不ఆ形 2.07 × 1.85 57 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，金属製品 SI ２ˠຊ跡

114 ̗２h9 ― ԁ形 0.80 × 0.74 21 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

118 ̘３c2 ̣－12 －˃W ପԁ形 1.39 × 1.22 37 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器

119 ̖３K6 ̣－75 －˃W ପԁ形 1.58 × 0.85 50 ほぼ௚立 ほぼ平ୱ 人ҝ 土師器，灰釉陶器，ඃ೤᛽ SI １ˠຊ跡

125 ̗３b3 ̣－̕ －˃ W ପԁ形 1.10 × 0.93 45 ܏֎ 平ୱ 人ҝ 土師器 ຊ跡ˠ S,120・
121

129 ̗３c4 ― ԁ形 0.77 × 0.73 38 ௚立 平ୱ 人ҝ 土師器 S,130 ˠຊ跡
ˠ SI ２

130 ̗３c4 ̣－ 11 －˃Ｅ 不整ପԁ形 1.91 × 1.46 79 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器 ຊ跡ˠ SI ２，
S,129

　（1）土坑

２　その他の遺構と遺物

ճの調査では，時期が明֬にできなかった土坑ࠓ　　 99 基を֬ೝしている。出土した遺物にͭいては࣮ଌ図

　（第 56 図）ٴͼ࡯؍දにてࡌܝする。また，遺構にͭいてはશମ図（第̐図）ٴͼҰཡදにてࡌܝする。遺

　構に伴わない遺物にͭいては，࣮ଌ図（第 57 図）ٴͼ࡯؍දをࡌܝする。

第 56 図　その他の土坑出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 甕 ʦ24.0ʧ（7.4） ― 長石・石ӳ ᒵ ී௨ 口ԑ部ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ ෴土Լ૚ 20ˋ

その他の土坑出土遺物࡯؍ද（第 56 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 不明鉄製品 4.0 1.6 1.3 （8.37） 鉄 ౵状　ย୺௵れ　中ԝ部のҰ部ܽଛ ෴土中

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ Ꮟ石 10.2 8.0 4.0 461.2 ؠ࠭ߗ ย面中ԝ部にᏏଧࠟ　ଆ面Ꮟଧࠟ ෴土中 　　　 PL15

ද̑　その他の土坑Ұཡද

番号 Ґ ஔ 長ܘ方޲ 平 面 形 ໛　　　　ن น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物 උ　ߟ長ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ ̖２f0 ̣－ 25 －˃Ｅ ପԁ形 1.21 × 0.88 24 ௚立 平ୱ ࣗવ

２ ̖３f2 ― ԁ形 0.86 × 0.84 18 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

３ ̖３f2 ̣－28 －˃W ପԁ形 0.63 × 0.55 17 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

̐ ̖２g0 ― ԁ形 0.51 × 0.49 16 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

̑ ̖３h4 ̣－ 45 －˃Ｅ ପԁ形 0.81 × 0.63 30 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 須恵器

６ ̖３h4 ̣－30 －˃W ପԁ形 0.86 × 0.65 54 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器 S, ̕ˠຊ跡

７ ̖３h5 ̣－ 22 －˃Ｅ ପԁ形 0.76 × 0.63 31 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

̔ ̖３h1 ̣－ 10 －˃Ｅ ପԁ形 0.85 × 0.66 20 ܏֎ Ԝತ ࣗવ

̕ ̖３h4 ̣－７ －˃Ｅ ପԁ形 0.77 × 0.62 34 ܏֎ 有ஈ ࣗવ ຊ跡ˠ S, ６

10 ̖３e2 ― ԁ形 0.23 × 0.22 37 ௚立 皿状 ࣗવ

12 ̖２h7 ― ԁ形 0.23 × 0.22 18 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

13 ̖２h7 ̣－44 －˃W ପԁ形 0.21 × 0.17 22 ௚立 平ୱ ࣗવ

14 ̖２h7 ̣－27 －˃W ପԁ形 0.24 × 0.20 30 ௚立 皿状 ࣗવ

15 ̖２f7 ̣－ 45 －˃Ｅ ପԁ形 0.50 × 0.30 35 ～ 58 ௚立 有ஈ 人ҝ

16 ̖２f8 ̣－ 57 －˃Ｅ ପԁ形 0.27 × 0.23 40 ௚立 平ୱ ࣗવ

17 ̖２f7 ― ԁ形 0.31 × 0.30 45 ௚立 平ୱ ࣗવ

18 ̖２f7 ― ԁ形 0.22 × 0.21 30 ௚立 皿状 ࣗવ

21 ̖２f9 ― ԁ形 0.27 × 0.27 32 ௚立 平ୱ ࣗવ

22 ̖３g3 ― ԁ形 0.21 × 0.20 36 ௚立 皿状 ࣗવ

23 ̖３f3 ― ԁ形 0.22 × 0.20 36 ほぼ௚立 皿状 ࣗવ 須恵器

24 ̖３e3 ― ԁ形 0.55 × 0.53 20 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

26 ̗２a0 ̣－17 －˃W ପԁ形 0.57 × 0.44 17 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

27 ̗２a0 ̣－ 51 －˃Ｅ 方形 0.70 × 0.67 17 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

第 55 号土坑

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 砥石 10.4 （9.3） 1.6 （201.3） ؠ࠭ߗ 砥面２面　上・Լ面に磨りࠟ ෴土中

第 48 号土坑

第 83 号土坑

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 須恵器 甕 ― （3.8） ― 長石・石ӳ 灰׊ ී௨ 頸部ิڧଳ　ମ部ണがれ ෴土中 ̑ˋ　 PL14

第６号土坑

第 120 号土坑
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番号 Ґ ஔ 長ܘ方޲ 平 面 形 ໛　　　　ن น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物 උ　ߟ長ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

28 ̖２K9 ― ԁ形 0.84 × 0.81 22 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

29 ̖２K9 ― ԁ形 0.99 × 0.97 47 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

30 ̖２K7 ̣－10 －˃W ପԁ形 0.78 × 0.67 13 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

31 ̗２b7 ̣－ 38 －˃Ｅ ପԁ形 1.04 × 0.93 18 ～ 22 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

32 ̖２K7 ― ԁ形 0.36 × 0.36 14 ௚立 平ୱ ࣗવ

33 ̖３b8 ― ԁ形 0.85 × 0.80 23 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

35 ̗２b9 ― ԁ形 0.95 × 0.90 23 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

36 ̖２g6 ― ԁ形 0.23 × 0.22 44 ௚立 平ୱ ࣗવ

37 ̖３K5 ̣－ 11 －˃Ｅ ପԁ形 1.24 × 0.89 30 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

39 ̖２i6 ̣－57 －˃W ପԁ形 0.90 × 0.75 20 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

40 ̖２i6 ― ԁ形 0.62 × 0.58 15 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

41 ̖２i7 ̣－ 86 －˃Ｅ ପԁ形 0.65 × 0.58 24 ؇ࣼ 皿状 ࣗવ

42 ̖２h7 ̣－37 －˃W ପԁ形 0.21 × 0.19 26 ௚立 皿状 ࣗવ

43 ̖２h7 ― ԁ形 0.25 × 0.23 40 ௚立 皿状 ࣗવ

44 ̖２i7 ― ԁ形 0.66 × 0.65 20 ؇ࣼ 有ஈ ࣗવ

45 ̗２b0 ̣－ 39 －˃Ｅ ପԁ形 1.00 × 0.89 41 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

46 ̗２b9 ― ԁ形 0.94 × 0.86 30 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 ຊ跡ˠ S# １P １

47 ̗２b9 ― ԁ形 1.03 × 0.95 36 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，種子（౧）

48 ̗２b9 ― ԁ形 1.06 × 0.97 35 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器，石器

50 ̗２c9 ― ԁ形 0.76 × 0.74 28 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

51 ̗２c9 ― ԁ形 1.02 × 0.97 29 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

53 ̗２d8 ̣－ 15 －˃Ｅ ପԁ形 1.07 × 0.89 46 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，石器

54 ̗２d9 ̣－ 18 －˃Ｅ ପԁ形 1.02 × 0.70 31 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

55 ̗２c0 ― ԁ形 0.93 × 0.86 24 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器，金属製品

61 ̗３c1 ̣－ 13 －˃Ｅ ପԁ形 0.32 × 0.25 23 ～ 28 ほぼ௚立 ࣼ܏ ࣗવ

62 ̗２d9 ― ԁ形 0.83 × 0.80 31 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

64 ̗３d1 ̣－̑ －˃Ｅ ପԁ形 1.17 × 1.08 41 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

65 ̗３d1 ̣－ 10 －˃Ｅ ପԁ形 1.32 × 1.12 57 ௚立 平ୱ ࣗવ

66 ̗３e1 ̣－ 12 －˃Ｅ 不整ପԁ形 1.60 × 1.44 28 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

67 ̗３e2 ― ԁ形 0.87 × 0.86 14 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

68 ̗２d9 ― ԁ形 0.86 × 0.82 35 ܏֎ 有ஈ ࣗવ 土師器 S,83 ˠຊ跡

69 ̗２d9 ̣－ 20 －˃Ｅ ପԁ形 0.88 × 0.65 36 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

70 ̗２c9 ̣－87 －˃W ପԁ形 1.05 × 0.93 11 ～ 18 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

71 ̗２c8 ̣－ 75 －˃Ｅ ପԁ形 0.60 × 0.53 17 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

72 ̗２f8 ̣－̐ －˃Ｅ ପԁ形 1.26 × 1.13 77 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 SI ̑ˠຊ跡

73 ̗２d7 ̣－̕ －˃ W ପԁ形 1.12 × 0.98 35 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，᛽ SI ̐ˠຊ跡

74 ̗３c2 ― ԁ形 0.90 × 0.90 35 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

76 ̗２c8 ̣－ 16 －˃Ｅ ପԁ形 0.85 × 0.66 18 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器 ຊ跡ˠ S,77

77 ̗２c8 ̣－̔ －˃ W ପԁ形 0.38 × 0.33 66 ௚立 皿状 ࣗવ 土師器 S,76 ˠຊ跡

78 ̗３b2 ̣－ 65 －˃Ｅ ପԁ形 1.10 × 0.96 22 ܏֎ 平ୱ ࣗવ SI ３ˠຊ跡

79 ̗２c3 ̣－̑ －˃Ｅ ପԁ形 1.12 × 1.01 12 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ

80 ̗２d3 ― ԁ形 1.13 × 1.06 16 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

81 ̗２e4 ― ԁ形 1.07 × 0.99 17 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

82 ̗３d1 ― ԁ形 1.43 × 1.32 52 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器，須恵器

83 ̗２d9 ̣－̑ －˃Ｅ ପԁ形 1.45 × 1.28 40 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 ຊ跡ˠ S,68

84 ̗３d1 ̣－ 26 －˃Ｅ ପԁ形 0.29 × 0.25 43 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

85 ̗２f0 ̣－̔ －˃ W ପԁ形 1.77 × 1.36 30 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器
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番号 Ґ ஔ 長ܘ方޲ 平 面 形 ໛　　　　ن น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物 උ　ߟ長ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

86 ̗２h8 ̣－ 50 －˃Ｅ ପԁ形 0.79 × 0.66 25 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

87 ̗３h1 ― ԁ形 0.79 × 0.76 19 ܏֎ 平ୱ ࣗવ SI ̔ˠຊ跡

88 ̗２g8 ― ԁ形 0.94 × 0.87 41 ほぼ௚立 平ୱ 人ҝ SI ̑ˠຊ跡

89 ̗３d3 ̣－２ －˃Ｅ ପԁ形 0.90 × 0.67 29 ؇ࣼ 皿状 ࣗવ 土師器

91 ̗２f0 ̣－ 67 －˃Ｅ ପԁ形 0.97 × 0.87 18 ～ 20 ܏֎ Ԝತ ࣗવ 土師器

94 ̗２f9 ̣－̑ －˃ W ପԁ形 2.11 × 1.61 27 ～ 33 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

95 ̗３i1 ― ԁ形 0.82 × 0.78 57 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 SI ̔ˠຊ跡

96 ̗３b1 ̣－６ －˃Ｅ ପԁ形 0.76 × 0.65 29 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 SI ３ˠຊ跡

98 ̗２d7 ̣－41 －˃W ପԁ形 1.16 × 0.97 38 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ SI ̐ˠຊ跡

99 ̗２h0 ̣－62 －˃W ପԁ形 0.86 × 0.76 39 ௚立 平ୱ ࣗવ SI ̔ˠຊ跡

102 ̘３a1 ― ԁ形 0.57 × 0.55 12 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

103 ̗３c7 ̣－ 35 －˃Ｅ ପԁ形 0.75 × 0.66 11 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

107 ̘３b3 ̣－ 18 －˃Ｅ ପԁ形 0.87 × 0.71 30 ܏֎ 平ୱ ࣗવ

109 ̗３a6 ― ԁ形 0.17 × 0.16 17 ௚立 平ୱ ࣗવ

110 ̗３a6 ― ԁ形 0.25 × 0.24 21 ௚立 平ୱ ࣗવ

111 ̗３b7 ̣－77 －˃W ପԁ形 0.19 × 0.16 12 ௚立 平ୱ ࣗવ

112 ̗３a7 ̣－ 89 －˃Ｅ ପԁ形 0.25 × 0.21 21 ௚立 平ୱ ࣗવ

113 ̖３K7 ― ԁ形 0.21 × 0.20 14 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ

115 ̗２h0 ̣－83 －˃W ପԁ形 0.74 × 0.59 29 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

116 ̘３a2 ― ԁ形 0.66 × 0.65 30 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器

117 ̗２i0 ― ԁ形 0.93 × 0.86 50 ほぼ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器

120 ̗３b3 ̣－ 21 －˃Ｅ ପԁ形 0.77 × 0.53 26 ܏֎ 平ୱ ࣗવ 土師器，石器 S,125 ˠຊ跡

121 ̗３b3 ― ԁ形 0.93 × 0.91 34 ؇ࣼ 平ୱ ࣗવ S,125 ˠຊ跡

122 ̗３b3 ― ԁ形 0.49 × 0.46 44 ܏֎ 皿状 ࣗવ S,123 と઀する

123 ̗３b3 ̣－７ －˃ W ପԁ形 0.60 × 0.48 39 ܏֎ 皿状 ࣗવ S,122 と઀する

126 ̗２g8 ̣－ 10 －˃Ｅ ପԁ形 0.62 × 0.55 70 ௚立 平ୱ ࣗવ 土師器 SI ̑ˠຊ跡

128 ̗３b3 ― ԁ形 0.68 × 0.66 55 ܏֎ 平ୱ ࣗવ ຊ跡ˠ SI ２

131 ̗３b3 ̣－ 16 －˃Ｅ ପԁ形 1.12 × 0.91 60 ௚立 平ୱ ࣗવ SI ２ˠຊ跡
ˠ S,132

132 ̗３c3 ̣－77 －˃W ପԁ形 0.64 × 0.49 62 ௚立 皿状 ࣗવ 土師器 SI ２，S,131 ˠ
ຊ跡
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番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　徴 出土Ґஔ උ　ߟ

６ 砥石 19.4 10.1 4.4 888.2 ؠ࠭ 砥面̐面　上面・ଆ面に磨りࠟ　ଆ面ണ཭面 ද࠾

番号 種　別 器種 口ܘ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 ख　法　の　特　徴　ほ　か 出土Ґஔ උ　ߟ

１ 土師器 坏 ʦ8.7ʧ （2.3） ― 長石・石ӳ・Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面࣫付ண ද࠾ ̑ˋ　 PL14

２ 土師器 坏 ― （2.8） ― 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部֎・内面࣫付ண ද࠾ ̑ˋ　 PL14

３ 土師器 坏 13.6 4.9 6.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　ఈ部ճస糸੾り　ຎ໓が

著しい ද࠾ 60ˋ　 PL10

̐ 土師器 高台付坏 ʦ14.7ʧ 5.6 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽ࡉ にͿい׊ ී௨ ֎面ロクロφσ　内面ࠇ৭ॲཧ　ຎ໓が著しい ද࠾ 20ˋ　 PL11

̑ 須恵器 甕 ― （13.2） ― 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ԫ灰 ී௨ ମ部֎面ࣼҐの平行ୟき　内面ಉ৺ԁ文の当۩ࠟ ද࠾ ̑ˋ　 PL15

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 57 図）

　（2）　遺構֎出土遺物

第 57 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図
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　　第̐અ ૯ ׅ

　調査にΑって，平安時代の竪穴建物跡 10 棟，掘立柱建物跡２棟，土坑 17 基のほか時期不明の土坑 99 基

を֬ೝした。

　当遺跡は，北からの久慈઒と西からのԡ઒が小久慈付ۙで߹ྲྀしたޙ，東へ޲きをม͑大きくऄ行をはじ

Ίた͜とにΑり形成されたԼҐՏ؛ஈٰの平ୱ部にҐஔしている。ԼҐՏ؛ஈٰは，ઉ状にԆͼる中ҐՏ؛

ஈٰのઌ୺部をऔりғΉΑうに久慈઒との間に広がり，中ҐՏ؛ஈٰとの高௿ࠩが 20 ｍほどある。ஈٰ֑

から઒؛までは北ଆが約 360 ｍ，南ଆが約 160 ｍ，東ଆが約 110 ｍとなっており，ஈٰ֑北ଆにҐஔする当

遺跡と南ଆにҐஔするݩڮ遺跡とは，࿈ଓする平ୱ部にҐஔしている。

遺跡は，平成ݩڮ　 17・22 年度に発掘調査が行われ，平成 24 年度にʰ当財団文化財調査報告ʱ第 356 集１）

として報告されている。その中で平安時代にͭいて，建物のมભ，竈の形態がܥ౷化されており，ࠓճの調

査成Ռとの類ࣅ఺がଟく見られる。そ͜で，͜͜ではࠓճの調査成Ռにͭいて，ݩڮ遺跡の調査成Ռをߟࢀ

にしながら分類を行い，एׯの࡯ߟをՃ͑まとΊとする。

１　はじΊに

ճ֬ೝした平安時代の遺構は，10ࠓ　 世紀前葉の竪穴建物跡６棟（第１～ ・̐７・̔ 号），掘立柱建物跡１棟（第

２号），土坑̕基（第 11・19・20・34・118・119・125・129・130 号），10 世紀中葉の竪穴建物跡３棟（第 ・̑６・

̕号），掘立柱建物跡１棟（第１号），土坑̑基（第 25・52・75・93・97 号），10 世紀ޙ葉の竪穴建物跡１棟（第

10 号），土坑１基（第 90 号），11 世紀中葉の土坑２基（第 49・114 号）である。遺構以֎にࣗવྲྀ路を֬ೝ

している。10 世紀ޙ葉の第 10 号竪穴建物跡はࣗવྲྀ路にΑり࡟平されている。平面だけでなく，調査۠ࡍ

のน面で，いくͭものࣗવྲྀ路跡が֬ೝでき，遺跡内はԿ度も久慈઒の൙ཞ，あるいは่ࢁれにΑり土࠭が

ྲྀ入していた͜とが分かる。

遺跡では，̕世紀中葉からݩڮ　 11 世紀中葉にかけて 37 棟の竪穴建物跡が֬ೝされており，６時期（ᶗ期

̕世紀中葉，ᶘ期̕世紀ޙ葉，ᶙ期 10 世紀前葉，ᶚ期 10 世紀中葉，ᶛ期 10 世紀ޙ葉，ᶜ 11 世紀中葉）に

۠分れさている。当遺跡で֬ೝした竪穴建物跡は，ݩڮ遺跡のᶙ期～ᶛ期に֘当する。

　遺構と遺物にͭいて，ݩڮ遺跡とൺֱしながら当遺跡の特徴を࡯ߟしていく。また，10 世紀代の大子地

方はʮ཮Ԟ国白Տ郡ґ上ʯに属しており，෱ౡ県白Տ市の関和久遺跡が白Տ郡ᦰ跡にൺఆされているたΊ，

෱ౡ県内の遺跡とのڞ௨఺も࡯ߟしてみたい。

２　遺構のมભ

　（1）竪穴建物跡と竈の特徴にͭいて

　当遺跡で֬ೝできた10棟の竪穴建物跡のうち形状がはっきりしない第10号竪穴建物跡をআいた̕棟を，

。遺跡にैい，̖～̘の形態に分類した。̖～̘の形態は࣍の௨りであるݩڮ

　　　̖　平面形がਖ਼方形

　　　̗　平面形が長方形で，長ลに竈が付ઃされる形態

　　　̘　平面形が長方形で，短ลに竈が付ઃされる形態
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A 形 # 形 C 形 中道遺跡ܭ　߹ 遺跡ݩڮ 中道遺跡 遺跡ݩڮ 中道遺跡 遺跡ݩڮ
ᶗ期（̕c 中葉） 0 1 0 0 0 0 1
ᶘ期（̕c 中葉） 0 5 0 0 0 0 5
ᶙ期（10c 前葉） 2 4 3 7 1 3 20
ᶚ期（10c 中葉） 0 1 2 1 1 0 5
ᶛ期（10c （葉ޙ 0 0 0 0 0 1 1

小　ܭ 2 11 5 8 2 4
ܭ　߹32 13 13 6

ද６　竪穴建物跡の形態分類集ܭද

　ਖ਼方形と長方形の൑அ基४は建物の長࣠を短࣠でׂり，1.1 ະຬをਖ਼方形，1.1 以上を長方形として分類

した。また，۱ؙ長方形は長方形として分類している２）。͜れに฿い，当遺跡の竪穴建物跡を分類し，ൺ

ֱした（第 58 図ࢀর）。当遺跡では A・̘形のׂ߹がগなくなっている。A 形は集落の形成期である̕

世紀にଟく見られるもので，集落内でのҠॅと͑ߟられる。# 形はݩڮ遺跡の 35ˋとൺ΂ると，当遺跡

が 56ˋとଟくみられ，当遺跡内で 10 世紀前葉に人口の૿Ճした͜とがうかが͑る（ද６ࢀর）。

　集落の形成されるᶗ・ᶘ期は建物の形態がըҰతであり，ᶙ期に入ると形態のバリΤーシϣンが૿͑た

͜とから，৽しい文化ݍからの集団が当集落にҠりॅんだと͑ߟる͜とができる３）。͜の͜とは，ᶙ期に

集落が֦大されていく͜とのҰͭのཧ༝となり͑る。

　当遺跡の竪穴建物跡の特徴を，ݩڮ遺跡とൺֱしながら࡯ߟしていく。

　まͣ，主柱穴に注目する。主柱穴が֬ೝできたものは 10 棟中２棟のみである。第２号竪穴建物跡は建

物中ԝ線上の南北に，第 4 号竪穴建物跡が建物西ଆの南北にそれͧれରとなって֬ೝできた。Ұ方，主柱

穴を࢛۱に഑ஔした竪穴建物跡は֬ೝできなかった。͜の͜とは平安時代の竪穴建物跡 37 棟が֬ೝされ

たݩڮ遺跡でも֬ೝされておらͣ，当遺跡ΑりԼྲྀにҐஔする番城内遺跡で֬ೝされた竪穴建物跡 13 棟

のうち１棟で֬ೝされているだけである̐）。͜うした様૬は地Ҭతな特徴と͑ߟる͜とができる。

　࣍に竈の付ઃに注目する。竈は 10 棟す΂ての建物跡で֬ೝできており，̕棟が東นに付ઃされている。

内２棟（第３・̑号竪穴建物跡）は，東西に竈が付ઃされている。どちらも東竈をղମޙ，西竈を৽ઃし

ている。また，10 棟中６棟（第１～̐・６・̔号竪穴建物跡）では竈と炉とがซઃされている。ݩڮ遺

跡では，前者は２棟֬ೝされており，྆竈をഇઈ時までซઃしている఺でҧいが見られる。ޙ者は１棟֬

ೝされており，炉をซઃしている͜とから，޻๪跡のՄೳ性があるとしている。当遺跡内においては，ޙ

に࿦じる製糸に関わる޻๪のՄೳ性があると͑ߟられる。

　୩०ࢯは竈の形態にͭいて，ʮ東日ຊのうちで，関東と東北とのҧいは，カϚド形態と方Ґにྺવとݱ

れる。関東では̖類（煙道口のนへの੾りࠐみが見られない）からＥ類（煙道口をนに大きく掘りࠐΉも

のでข口がน面と߹கする）へのมભがみられるのにରし，東北はॳݱ期から̛類（԰֎へ長く৳ͼる煙

道）内でのม化が中৺となる。方Ґは関東の北޲きにରし，東北では東ٴͼ南޲きがҰൠతである̑）ʯと，

分類している。͜の͜とを౿ま͑，当遺跡の竈を分類してみる。

　まͣ，竈が付ઃされている方Ґは，東竈が̕基で，西竈が２基である。２基の西竈はどちらも東竈がղ

ମされたޙ，作りସ͑られたものである。
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第 58 図　中道遺跡竪穴建物跡分類図
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　࣍に，竈の形態で分類してみると，԰֎へ長く৳ͼる煙道部が֬ೝできたのは，第２号竪穴建物跡の竈

と，第３号竪穴建物跡の西竈である。他の竈は，煙道部があったとࢥわれる高さの地ࢁが࡟平されてしま

っている͜とから，煙道部を֬ೝする͜とができなかった。そのたΊ，煙道部が࢒っている２基の竈のՐ

চ面を基४఺とし，Րচ面から煙道部にかけての立ち上がりのஅ面を，他の竈̕基とൺֱしたと͜Ζ，２

ͭのάϧーϓに分類する͜とができた（第 59 図ࢀর）。

ද７　竪穴建物跡出土᛽集ܭද

SI1 SI2 SI3 SI4 SI5 SI6 SI7 SI8 SI9 SI10 ܭ߹

᛽

ඃ೤有
数　ݸ 23 12 33 18 35 5 1 3 0 0 130
૯ॏྔ
（̶） 29,257 9,290 34,627 17,365 39,855 5,559 86 5,889 0 0 141,928

ඃ೤ແ
数　ݸ 4 29 13 3 26 23 5 9 19 2 133
૯ॏྔ
（̶） 103 6,818 21,117 4,872 46,171 18,290 5,604 21,289 31,531 3,822 159,617

ܭ߹
数　ݸ 27 41 46 21 61 28 6 12 19 2 263
૯ॏྔ
（̶） 29,360 16,108 55,744 22,237 86,026 23,849 5,690 27,178 31,531 3,822 301,545

　１ͭのάϧーϓは，第３・̑号竪穴建物跡の西竈と第１・２・６～̔号竪穴建物跡の竈７基で，煙道部

の࢒っていた２基の竈とಉじ立ち上がりのラインを示す͜とから，煙道部が԰֎へ長くԆͼる竈に属する

ものとਪଌできる。さらに，͜のάϧーϓは炉をซઃしており，鉄製紡錘車が出土している第２・３号竪

穴建物跡がؚまれる。炉をซઃし，類ࣅした竈のͭくりをする建物跡である͜とから，紡錘車の出土して

いない̑棟の竪穴建物跡も製糸に関わる޻๪跡のՄೳ性が高い。

　もう１ͭのάϧーϓは，第̐・̕号竪穴建物跡と第３・̑号竪穴建物跡の東竈の̐基で，Րচ面がน面

Αりも内ଆにدっている特徴が見られる。͜のάϧーϓのもうҰͭの特徴として，෴土中からଟくの᛽が

出土している（ද７・̔ࢀর）。第１・̑号竪穴建物跡（東竈）は，久慈઒ྲྀҬやീܥࢁߔで࢈出される

石ࡐを構築ࡐとして使用している͜とが֬ೝできている。͜の２棟にՃ͑，第３・̐号竪穴建物跡の෴土

中やϐοト内からはඃ೤した᛽がଟく出土しており，竈構築ࡐとして使用されていたՄೳ性が高い。特に

東西に２基の竈を有する第３・̑号竪穴建物跡は，ڞに東竈がઌにղମされており，そのղମ時にඃ೤し

た竈構築ࡐと͑ߟられる᛽は，৽ઃする西竈にはస用せͣ，ஷ蔵穴であったであΖうϐοト内にഇغして

いる。ݩڮ遺跡では，ಉじΑうに෴土中からଟくの᛽が出土しているがʮ使用ࠟはなく用్にͭいては不

第 59 図　中道遺跡竈அ面図
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SI1 SI2 SI3 SI4 SI5 SI6 SI7 SI8 SI9 SI10 ܭ߹

ඃ

೤

᛽

ؠ灰ڽ 1 7 3 12 23
ؠ灰֯᛽ڽ 2 1 1 4
֯᛽ڽ灰ؠ 4 4
ؠ灰ڽ࣭࠭ 1 1
版᛽ؠ 1 1
ؠ᛽ࡉ 1 1 2
ؠ࠭ߗ 1 2 11 5 3 2 24
ؠ࠭ 14 2 10 2 7 1 36
ϗϧンϑΣϧスؠ࠭ 1 2 2 1 6
ؠཻ࠭ૈ 1 1 1 1 4
ર緑ؠ 1 1 1 1 4
σイαイト 	 安ؠࢁ 
 1 1
Ֆቋؠ 5 3 1 2 2 11
Ֆቋર緑ؠ 1 2 1 4
ൗレイؠ 1 1
不明 0
アϓライト 1 1
ϗϧンϑΣϧスϖάϚタイト 1 1

ܭ߹ 23 12 33 18 35 5 1 3 0 0 130

ද̔　竪穴建物跡出土ඃ೤᛽の分類集ܭද

　（2）出土遺物からみた集落の性格にͭいて

ճの調査では஁໶関࿈遺構は֬ೝできなかったが，鉄製品がࠓ　 19 ఺出土している。その内༁は 10 世

紀前葉のものがଟく，刀子２఺（第２号竪穴建物跡）や鉄製紡錘車̐఺（第２・３号竪穴建物跡，第 19・

20 号土坑）などܭ 16 ఺出土している。ݩڮ遺跡では，஁໶関࿈遺構が֬ೝされ，10 世紀前葉にൺఆされ

る鉄製品が 13 ఺出土しており，出土時期にڞ௨఺が見られる。（ද̕・10 （রࢀ

鉄製品 土・石製品
ܭ߹

೶۩ ۩޻ ෢器 紡錘۩ 建築۩ 他 紡錘車 ۩࿑ړ

9 ޙ̲ 0 0 3 0 1 2 0 3 9

10̲前 1 0 5 1 5 1 0 6 19

10̲中 0 1 1 0 0 1 0 0 3

ޙ10̲ 0 0 1 0 0 0 0 0 1

ܭ߹ 1 1 10 1 6 4 0 9 32

ද̕　中道遺跡出土生業遺物఺数ද ද 遺跡出土生業遺物఺数දݩڮ　10

　当遺跡で出土数のଟかった鉄製紡錘車に注目する。ݹঙߒ明ࢯは鉄製紡錘車を，ʮh ҥ・৯・ॅʱといわ

れるごとく，ҥ෰は人間の生׆のࠜຊをなす物のҰͭとされている。ҥ෰は，ൽや෍にΑって作られてい

るが，そのうち，෍はݹ代においてҥ෰としてばかりでなくʰ調෍ʱなどの੫として社会経ࡁの基ૅをな

鉄製品 土・石製品
ܭ߹

೶۩ ۩޻ ෢器 紡錘۩ 建築۩ 他 紡錘車 ۩࿑ړ

9 ޙ̲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10̲前 0 0 2 4 4 6 0 0 16

10̲中 0 0 1 0 2 0 0 1 4

ޙ10̲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ܭ߹ 0 0 3 4 6 6 0 1 20

明である６）ʯとしており，ඃ೤をडけていたとの記ड़はされていない。また，番城内遺跡の第 12 号竪穴

建物跡でもಉじΑうにϐοト内から᛽が出土している͜とは，使用ޙにഇغしたڞ௨の事ྫである。

　͜れらの͜とから，当遺跡で֬ೝできた竪穴建物跡に付ઃされた竈は，ຊ県Ҭで֬ೝされている竈Αり

も，東北地方にΑくみられる特徴を৭ೱくදしている。
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すものであった７）ʯとし，෍の原ྉである糸をͭΉぐたΊの道۩としている。ҥ෰は生׆ඞध品として，

また，中ԝへのߩೲ品としてध要がある。څڙを安ఆさせるたΊには，Ұఆの水४で，Ұఆのྔを生࢈す

るମ੍を整͑るඞ要がある。その中のҰͭがن格化された鉄製紡錘車のීٴであり，もうҰͭは紡৫޻ఔ

の分業੍の֬立であると͑ߟる。

　まͣ，鉄製紡錘車のීٴにͭいては，ʮ鉄製紡錘車は７世紀に出ݱし，̔ 世紀以߱社会にීٴしており̔），

関東地方では̔世紀に出ݱし，̕世紀以߱に૿ٸする̕）ʯとされており，ࠓճ出土した紡錘車も͜の時期

に当てはまる 10）。

　茨城県Ҭと෱ౡ県Ҭで出土している紡৫۩をද 11・12 でൺֱしてみると，鉄製紡錘車が૿ٸするのは

̕世紀に入ってからとڞ௨఺が見られる 11）。土製・石製紡錘車は茨城県内だけで見ると，鉄製とಉじΑ

うにݸମ数が૿Ճしている。中୔ࢯޛは，ʮ鉄製の紡錘車が使用されたとしても主ମを઎Ίるのはґવと

して石製であり，鉄製が石製にަ代するΑうなݱ৅はೝΊられない 12）ʯとしているが，Ұ方で東ଜ७子

は，ʮ鉄製紡錘ࢯ 	 ͭΉ 
 が他の鉄器への࠶ར用にΑり遺ଘしにくい性࣭がある͜とをྀߟするならば，̔

世紀以߱は鉄製紡錘を޲ࢤした 13）ʯとしている。

　Ұఆの水४をอちながら大ྔ生࢈を行うたΊには，ن格化された道۩が最௿ݶඞ要である。Ұ方で෍を

৫る以֎に，෍を๓うࡉい糸，ړ۩の໢を作るଠい糸など，様ʑな種類の糸を生࢈しなければ生׆にࢧো

が出てしまうであΖう。しかし，ࠓճの調査では，遺ଘしにくいとされている鉄製紡錘車は出土している

が，土製・石製紡錘車は出土していない。さまざまな種類の糸をͭくるたΊには，ن格化された鉄製紡錘

車と，ҙ図తな作り分けをしているՄೳ性のある土製・石製紡錘車はڞ伴すると͑ߟられるが，その事࣮

はࠓճの調査ではೝΊられなかった。

　࣍に，製糸と製৫の分業にͭいて࡯ߟしてみる。製糸と製৫の分業は，生ޮ࢈཰に༏れている。ຑの࠿

ഓから෍の৫成までのうち，Ұౙもしくは௨年がかりで１人当たり１～２൓分の糸をͭくり，൒月から１

か月で৫物に仕上げる。ຑの製糸はଟ大な࿑ྗとख間を要するのにରして，෍の製৫はগ数の人खにΑっ

て短期間で行う͜とができる ׭するには，ख間のかかる製糸は࢈ೲ品としての৫物を安ఆして生ߩ。（14

ᦰपลの֤集落にΑって行われ，集落で生࢈された糸を集積し，ઃඋの整った׭ᦰの޻๪で৫成する分業

੍が，ޮ཰がྑいと͑ߟられる。県Ҭ出土の紡錘車を集落遺跡と׭ᦰ遺跡とでൺ΂てみると，ѹ౗తに集

鉄製品 土・石製品
ܭ߹

೶۩ ۩޻ ෢器 紡錘۩ 建築۩ 他 紡錘車 ۩࿑ړ

7 ̲前 30 2 43 3 3 1 61 583 726
7 ޙ̲ 36 4 52 2 51 0 34 231 410
8 ̲前 62 8 75 10 21 3 79 599 857
8 ޙ̲ 90 15 176 10 60 10 80 473 914
9 ̲前 107 21 131 22 86 5 98 211 681
9 ޙ̲ 119 23 108 29 150 23 141 282 875

10 ̲前 26 4 40 11 92 1 33 506 713
10 ޙ̲ 13 2 20 6 5 0 15 30 91
11 ̲前 8 0 43 5 3 0 4 35 98
11 ޙ̲ 1 3 14 3 1 0 3 19 44
12 ̲前 0 1 0 0 4 0 0 0 5
12 ޙ̲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ܭ߹ 492 83 702 101 476 43 548 2969 5414

鉄製品 土・石製品
ܭ߹

೶۩ ۩޻ ෢器 紡錘۩ 建築۩ 他 紡錘車 ۩࿑ړ

7 ̲前 9 15 8 0 0 0 48 13 93
7 ޙ̲ 5 19 11 1 7 0 18 23 84
8 ̲前 11 28 10 7 10 0 15 9 90
8 ޙ̲ 15 71 26 5 40 1 7 14 179
9 ̲前 40 162 23 14 48 1 10 66 364
9 ޙ̲ 22 49 16 11 14 0 1 82 195

10 ̲前 2 32 14 8 8 0 1 122 187
10 ޙ̲ 3 7 0 0 5 0 0 1 16
11 ̲前 0 3 0 0 1 0 0 0 4
11 ޙ̲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 ̲前 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 ޙ̲ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ܭ߹ 107 386 108 46 133 2 100 330 1212

ද 11　茨城県出土生業遺物఺数ද ද 12　෱ౡ県出土生業遺物఺数ද
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３　おわりに

　以上の͜とから，当遺跡とݩڮ遺跡はಉ一の集落であったと͑ߟられ，ઌにड़΂た，久慈઒ӈ؛に形成され

た，わͣかに広がるԼҐՏ؛ஈٰ面での集落の盛ਰがうかが͑る。

　ᶗ～ᶙ期にかけて久慈઒ӈ؛に広がるԼҐՏ؛ஈٰ面に集落が形成されていく。当遺跡での竪穴建物の出

になっڱ遺跡で最もଟく建物跡が֬ೝされたᶙ期である。集落はᶙ期に最盛期をܴ͑，集落がखݩڮ，はݱ

た͜とから，ॅډҬを当遺跡にまでൣғ内を広げた͜とが͑ߟられる。あるいは，集落内での分業化がਐみ，

৬種にΑるॅみ分けが行われた݁Ռ，製糸業を生業とする集団が，当遺跡内にॅډを構͑たՄೳ性が͑ߟら

れる。

　ᶚ期からはਰୀ期となり，ঃʑに集落Ҭはॖ小していく。調査の行われていない当遺跡֎に収まるن໛と

なり，当遺跡内では集落のӦみがᶛ期以߱見られなくなる。立地৚݅のྑいൣғに集約されていき，11 世

紀までଓいていたと͑ߟられる。

　当遺跡の遺構・遺物に৮れて様૬を֓؍した。ࠓճの調査は道路৽ઃのたΊに行われた調査であり，ԼҐ

Տ؛ஈٰ面のほんのҰ部にす͗ない。集落のશ༰をਪしྔるには不े分であるが，遺跡のը期や特徴をଊ͑

る͜とができたと͑ߟる。当遺跡が所在する大子町पลでの調査事ྫはগなく，ྺ࢙త様૬が൑વとしない

఺がଟい。ࠓճは調査成Ռの֬ೝにཹまったが，社会・੓࣏৘੎をふま͑た上で，集落の在り方や，पล遺

跡との関࿈などߋにݕ౼がඞ要である。当遺跡がʮ཮Ԟ国白Տ郡ʯに所属していた͜とから෱ౡ県ଆとのൺ

。の՝୊としたいޙࠓが不े分な఺にͭいては౼ݕֱ

落遺跡からの出土がଟくなっている 15）。鉄製紡錘車にΑり集落でಈ২物のણҡをՃ޻して糸をͭくる製

糸と，地方׭ᦰで経（たていと）をଗ͑て৫物をͭくる製৫が，分業化されていた 16）͜とをཪ付けている。

当遺跡内で生࢈されたຑ糸は，久慈઒の水ӡをར用し集積され，製৫が行われる白Տ郡ᦰへとӡͼࠐまれ

ていたのであΖう。

　以上の͜とにՃ͑，当遺跡では，鉄製紡錘車がଟく出土している͜とや，Ҵ作にదしているとはい͑な

いがߞ地面積が広い͜となどの集落の立地৚݅から，ຑ౳の২物が࠿ഓされ，製糸が行われていた͜とが

ਪଌできる。また，土製・石製紡錘車が出土していない͜とは，製糸を生業とする人ʑのॅډҬは当遺跡

のൣғ֎にまで広がっていた͜ともਪଌされる。

　別の土製品に注目すると，ݩڮ遺跡で̕఺出土している管状土錘が，当遺跡からは１఺しか出土してい

ない。久慈઒がすぐそばにあり，ړ業を行う上ではඞ要な道۩であったと͑ߟられ，当遺跡内からも出土

してもおかしくない遺物である。ࠓճの調査ൣғがۃΊてڱいൣғであった͜とや，ݩڮ遺跡とൺ΂ると

઒ےからは཭れている͜とをྀߟしても管状土錘の出土がۃ୺にগないとࢥわれる。͜の͜とから，当遺

跡のॅ人がړ業にै事していた͜とは͑ߟにくく，集落内で分業化がなされていた͜とがਪଌされる。ڮ

。๪跡が֬ೝされている͜とも，分業化されていた͜とのҰྫではないだΖうか޻遺跡で஁໶ݩ

 ம
１）長௡盛உʰݩڮ遺跡　国道 118 号袋田バイパス道路改築事業地内埋蔵文化財調査報告書ʱ茨城県教育財団文化財調査報
　　告　第 356 集　2012 年３月
２）ம１にಉじ
３）ம１にಉじ
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ֽଜٓ行ʮʮ੾石૊み竈ʯのҰ࡯ߟ－ಹՑ઒以南を中৺として－ʯh ઌ生ؐྐྵ記೦࿦集－ʱ2007ݎਧנ－学のਂ૚ݹߟ 年１月
ֽଜٓ行ʮʮ੾石૊み竈ʯのҰ࡯ߟ－最ऴষ－ʯh ྻౡのݹߟ学ᶘ－౉ล੣ઌ生كݹ記೦࿦集－ʱ2007 年 11 月
໦ଜޫً・ۨᖒӻ࿠・中ઘ༤ଠ・長ऱਖ਼തʮ茨城県内におけるน۱竈の竪穴建物跡にͭいて（１）ʯh 埋蔵文化財　年報　第
34 ʻ平成 26 年度ʼ 　ɦ公益財団法人茨城県教育財団　2015 年６月
໦ଜޫً・ۨᖒӻ࿠・長ऱਖ਼തʮ茨城県内におけるน۱竈の竪穴建物跡にͭいて（２）ʯh ノートʱ第ڀݚ 14 号　公益財団
法人茨城県教育財団　2017 年６月
ۨᖒӻ࿠ʮ茨城県内におけるน۱竈の竪穴建物跡にͭいて（３）ʯh ノートʱ第ڀݚ 15 号　公益財団法人茨城県教育財団　
2018 年 10 月
ۨᖒӻ࿠ʮ茨城県北部における竈構଄のม化ʯh ノートʱ第ڀݚ 16 号　公益財団法人茨城県教育財団　2019 年７月
୮࣏ಞՅʮカϚド೩ম部における遺物出土状گのݕ౼ʯh 紀要ڀݚ 2009 　ɦ財団法人෱ౡ県ৼڵ事業団　2010 年３月
ʑ໦ٛଇ・ૣ઒ྷ࢘ʮ茨城県における東北地方からのҠຽのࠟ跡ʯhʮဳन・ҔဳʯとΑばれたΤミシのҠ഑と東国社会ʱࠤ
ఇژ大学文化財ڀݚ所・ࢁས県ݹߟ学ڠ会　2017 年 11 月
అ　　ོʮॅډഇઈ時における竈ղମをΊぐって－竈ࡇ᛾のීว性のҰଆ面－ʯh 東ւ࢙学ʱ第 25 号　1991 年３月
అ　　ོʮ竪穴建物ഇઈ時のカϚドղମとそのҙຯʯh 学δϟーφϧʱNo.559　2007ݹߟ 年６月
出土紡錘車にͭいて（１）ʯh܈෉ʮ原田遺跡ྑ഼ߐ ノートʱ第̐号　財団法人茨城県教育財団　1994ڀݚ 年６月
三浦ਖ਼人ʮ紡錘車にͭいてʯh ৗ཮部原遺跡 　ɦ茨城県東ւଜ教育ҕһ会　1982 年̕月
ງ田޹തʮݹ代における鉄製紡錘車ීٴのҙٛにͭいてʯh ਆಸ઒ݹߟʱ第 35 号　ਆಸ઒ݹߟಉ人会　1999 年̑月
大上प三ʮ紡錘車からみた製糸׆ಈのҰ୺ʯh ਆಸ઒ݹߟʱ第 52 号　ਆಸ઒ݹߟಉ人会　2016 年̑月
中୔　ޛʮ紡錘車の基ૅ（１）ڀݚʯh 紀要ʱ第ڀݚ 13 号　財団法人܈അ県埋蔵文化財調査事業団　1996 年３月

̐）ࣲ田ത行ʰҰൠ国道 118 号道路改築事業地内埋蔵文化財調査報告書　番城内遺跡　ʱ茨城県教育財団文化財調査報告
　　第 126 集　1997 年６月
̑）୩　　०ʮݹ代東国のカϚドʯh ઍ葉県文化財センターڀݚ紀要ʱ７　1982 年３月
６）ம１にಉじ
ʯhڀݚ明ʮ鉄製紡錘車のߒঙݹ（７ ᅳላӃ大ላݹߟ学ࢿྉ館紀要ʱ第̔ा　ᅳላӃ大ላݹߟ学ࢿྉ館　1992 年３月
の所有形態ʯh۩޻代における鉄製೶ݹ明ʮߒঙݹ（̔ ʱ第ࢽࡶ学ݹߟ 79 第３号　1994　ר 年
̕）দ田真Ұʮ鉄製紡錘車とその出土遺跡ʯh Ӊଫ・୮੾ݹ෿܈ಸྑ県࢙跡名উఱવ記೦物調査報告ʱ第 30 1975　࡭ 年
10）ද̕ࢀর
11）̰　ѳඒޗݡʮ茨城県のݹ代生業ʯh Ұൠ社団法人日ຊݹߟ学ڠ会 2011 年度ಢ໦大会ڀݚ発දࢿྉ集 　ɦ2011 年
　　̱　ੁ原঵෉ʮ෱ౡ県のݹ代生業ʯh Ұൠ社団法人日ຊݹߟ学ڠ会 2011 年度ಢ໦大会ڀݚ発දࢿྉ集 　ɦ2011 年
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13）東ଜ७子ʰݹߟ学からみたݹ代日ຊの紡৫ 　ɦ2011 年
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平安時代出土土器
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PL1

遺跡遠景（西から）

遺跡全景（鉛直）



PL2

第１～３号竪穴建物跡

第４～９号竪穴建物跡



PL3

第１号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第１号竪穴建物跡竃

第１号竪穴建物跡



PL4

第２号竪穴建物跡竃

第２号竪穴建物跡

紡 錘 車 出 土 状 況

第２号竪穴建物跡

竃 遺 物 出 土 状 況



PL5

第２号竪穴建物跡

第３号竪穴建物跡

西竃遺物出土状況

第３号竪穴建物跡



PL6

第５号竪穴建物跡

西竃遺物出土状況

第４号竪穴建物跡

第５号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況



PL7

第６号竪穴建物跡

小 皿 出 土 状 況

第５号竪穴建物跡西竃

第６号竪穴建物跡

高台付椀出土状況



PL8

第６号竪穴建物跡

第９号竪穴建物跡

竃 遺 物 出 土 状 況

第９号竪穴建物跡



PL9

第93号土坑

第125号土坑第114号土坑

第75号土坑遺物出土状況

第11号土坑 第34号土坑遺物出土状況



PL10

SI ２-２

SI ２-６

SK130 -１

SK130 -３

遺構外-３

SI ２-５

SK75 -１

SK130 -２

SK130 -４

SI ２-７

第２号竪穴建物跡，第75・130号土坑，遺構外出土土器



PL11

SK130-５

SK118 -１

SI ５-３

SK52 -１

SI ６-３

SI ５-２

遺構外-４

SI ６-１

SK119 -３

SI ６-５

第５・６号竪穴建物跡，第52・118・119・130号土坑，遺構外出土土器



PL12

SI ２-14

SI ２-15 SI ４-２

SI ２-13

SI ３-４ SI ５-４

第２～５号竪穴建物跡出土土器



PL13

SI ５-５

SI ９-５

SI ２-18

SI ７-２

SI ９-４

SK97 -１

第２・５・７・９号竪穴建物跡，第97号土坑出土土器



PL14

第３～６・９・10号竪穴建物跡，第６・90・125号土坑，遺構外出土土器

SI ６-６

SI 10 -２

SK90 -１ SI ５-６ SK６-１

遺構外-１ 遺構外-２

SI ３-２

SI ４-１

SI ９-２

SI ９-１ SK125 -１



PL15

SI ２-16

遺構外-５

SK25 -１

SI ６-７

第２号竪穴建物跡，第25・119号土坑，遺構外出土土器，第６号竪穴建物跡出土土製品，
第２・４号竪穴建物跡，第48号土坑出土石器，第２号竪穴建物跡出土金属製品

SK48 -１ SI ４-５ SI ２- 22

SK119 -４

SI ２- 24



PL16

SI ２- 23 SI ３-６ SK20 -１

第２・３号竪穴建物跡，第19・20号土坑出土金属製品

SK19 -１
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4,273 ㎡ 国道 118 号袋
田バイパス道
路改築事業に
伴う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
中 道 遺 跡 集落跡 平 安 竪穴建物跡　

掘立柱建物跡
土　坑

10 棟
２棟
17 基

土師器（坏・高台付坏・高台付椀・
小皿・鉢・甕・小形甕・甑），須恵
器（甕），灰釉陶器（短頸壺・広口
壺），緑釉陶器（瓶類），土製品（管
状土錘），石器（砥石・磨石），金
属製品（紡錘車・刀子・釘）

その他 不 明 土　坑 99 基 土師器（坏・高台付坏），須恵器（甕），
石器（砥石）

要 約 　当遺跡は，10 世紀前葉から 11 世紀中葉にかけての集落跡で，最盛期は 10 世紀前葉である。
竪穴建物の形態は，煙道部の長い竈や，東西に竈を有するもの，竈と炉が伴うものなど，東
北地方南部の特徴をもっている。出土した鉄製紡錘車は，製糸作業に関わる集落の性格を示
す遺物として注目される。
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